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巻頭言 

 

                       水稲温暖化適応技術検討委員会委員長 

                       大原 源二（農研機構フェロー） 

 

 気象庁の季節別天候概況によれば、昨年の 1 月 23 日から 25 日にかけて、西日本から沖

縄・奄美に強い寒気が流れ込み、多くの地点で日最低気温の記録が更新され、沖縄ではみ

ぞれが観測された。しかし、冬型の気圧配置は長続きせず、観測データ上は全国的な暖冬

となった。また、春は全国的に高温で、その傾向は夏まで続き、観測データ上は暑夏とさ

れる。しかしながら、日本のはるか東方の高気圧の勢力が例年になく強く、その西縁を回

り込む形で台風が東北・北海道に直接上陸するという観測開始以来の事態が続き、気温経

過は台風の来襲を契機として一変した。 

天候概況ではどの季節も暖かい、高温という文字が続き、温暖化が着実に進行している

現実が観測データで否応なく示される。しかし、上に述べたように時に経験のない低温に

見舞われたり、時に気温経過が一変したりして、気温は単調に上昇するわけではなく、大

きな変動を伴うことを昨年の天候で多くの人が経験した。そして、東北・北海道では、台

風による豪雨のため作物だけでなく、農地や流通網までが大きな被害を受け、その影響は

相当期間続いた。消費者は、図らずも作物への影響だけでなく、産地の集中化による影響

も同時に受けたのである。こうした中、水稲では記録的な高温による被害発生が懸念され

たが、相次ぐ台風の来襲で 8 月中旬以降異常高温は一休みとなり、被害の発生は回避され

た。このように温暖化が進み、気象の年々変動が増大する中で、地域の生き残り戦略上農

産物の高品質安定生産の重要性は高まる一方で、広域の産地全体の気象を詳細に監視し、

作物生育への影響を予測して、それに対応する適切な栽培管理を個々の圃場で行うことで、

広域の産地全体を対象とする品質管理を行うことに対する要望は年々強まっている。 

このような状況下で、水稲では高温による 1 等米比率・食味低下に的を絞って、生育状

態の監視と予測、影響評価に応じた対策の実施という一連の農業気象災害リスクマネジメ

ントシステムを広域で構築・運用して、その有用性を実証することを課題として、本事業

を実施した。 

広域の多様な生産者を対象として、様々な要素技術から適切なものを選択・組み立て、

構築したシステムを効率よく運用するには、その運営体制作りなどを含め、地域の実態に

合わせた現場レベルでの主体的最適化が不可欠である。地域おこしや IT 化が叫ばれる今、

本事業は先進的取り組みといえよう。地域を対象とする複雑なシステムを構築・運用して、

運営体制や限られた日数でのリモセンデータの取得・生育診断・診断結果の地域への伝達

などに関して多くのノウハウを集積したが、こうしたシステムを構築・運用できることを

示せた意義は極めて高い。産地全体での品質管理の重要性は高まる一方なので、今後、要

素技術のさらなるブラシアップとシステムの洗練化への取り組みが継続されることが望ま

れる。 
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水稲温暖化適応技術検討委員会の活動 

  



 



水稲温暖化適応技術検討委員会の設置 

気候変動適応産地づくり支援事業(以下、「本事業」という。)の推進体制は次のとおりである。 

 

 

１ 検討委員会の設置 

 水稲温暖化適応技術検討委員会は、本事業を円滑に推進するための中核となる組織で、学識

経験者、国立研究開発法人農研機構研究員により構成し、県普及指導員で構成するサポートチ

ームへの助言・指導を行う。 

 

２ サポートチームの結成 

   水稲温暖化の影響を受けている産地の現地技術実証等に関する支援を行うため、各県の普及

指導員からなるサポートチームを結成し、事業実施３県が相互に連携し、かつ、現地技術実証

課題等の情報を共有しあえる環境づくりに努め、課題解決の支援を行った。 

 

３ 水稲温暖化等気候変動の影響を受けている産地での現地技術実証調査に係る検討 

(1) 現地技術実証調査対象品目と技術実証内容 

   水稲温暖化の影響により、特に白未熟粒の発生等、品質面で大きな影響を受け、経営面で大

きな打撃を受けている産地が増加傾向に推移をしていることから、水稲の高温障害等の発生を
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各種気象観測装置を活用し、水田の気象データを収集分析し、高温による障害発生を予防、回

避するための実証を行うため、秋田県、埼玉県、福井県の３県において、本事業に取り組んだ。 

 

(2) 各県の現地技術実証課題 

  【秋田県】 

    リモートセンシング技術等の導入効果の検証と気候変動に対応した稲づくりの実践 

  【埼玉県】 

    気象衛星データ等を活用した水稲の高温障害対策の実証 

  【福井県】 

    気象変動の影響を踏まえた農作物の被害回避・軽減対策技術の確立に関する現地技術実証 
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平成２８年度水稲温暖化現地技術実証調査検討会開催状況 

                                           水稲温暖化適応技術協議会 

 

（秋田県） 

   現地検討会 

   ・期 日  平成２８年９月９日（金） 
 

   ・場 所  秋田市河辺大沢地区現地技術実証ほ場及び秋田県秋田地方庁舎６Ｆ会議室 
 
   ・内 容  ○ 温暖化傾向の中、水稲の高温障害の軽減、回避に向けた取組について 

                 ○ 気候変動適応産地づくりのために導入したシステムの概要及び期待される 
効果等について 

○ 情報提供 
１ 気象データシステムと利用ツール 
  （農研機構農業環境変動研究センター気候変動対応研究領域 

温暖化適応策ユニット長 中川博視 氏） 
  ２ オープン・フィールドサーバを利用した圃場計測システム 

（農研機構農業技術革新工学研究センター・高度作業支援システム研

究領域上級研究員 深津時広 氏） 
  
   ・出席者（敬称略）  

    農林水産省生産局 農産部農業環境対策課 事業係長   宇佐美 直樹 
   東北農政局生産部 生産技術環境課 係長        高瀬  誠 
     〃  秋田支局 地方参事官室 主任農政推進官   今野 嘉浩 
            〃       農政推進官     長澤 一真 

農研機構 農業環境変動研究センター  
気候変動対応研究領域温暖化適応策ユニット長      中川 博視 

      農研機構 農業技術革新工学研究センター 
      高度作業支援システム研究領域上級研究員        深津 時広 
      秋田県農林水産部 水田総合利用課 副主幹        片野 英樹 
      秋田県農業試験場 作物部作物栽培担当上席研究員    佐山  玲 
           秋田県秋田地域振興局 農林部農業振興普及課長      佐藤 宏朗 
                            〃           主幹   辻  久信 
                 〃           副主幹 松本 眞一 
      秋田県秋田地域振興局 農林部農業振興普及課 技師   齊藤 覚郎 
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      農事組合法人 おおさわ 代表理事           佐々木 治右エ門 
           〃     理事             佐々木 義廣 
      株式会社ビジョンテック プロジェクトマネージャー   宮内 高志 

水稲温暖化適応技術協議会 事務局長             副島 陽一 
     〃      事務局              坂  芳則 
水稲温暖化適応技術協議会 事務局              榎本 義男 
（一社）全国農業改良普及支援協会 専門調査員     根岸 秀夫 

 
 
 

（埼玉県） 

   現地検討会 

   ・期 日  平成２９年２月９日（木） 
  
   ・場 所  埼玉県加須農林振興センター会議室 
 

   ・内 容  ○ 気候変動下における農業被害軽減・回避に向けた取組について 
           （埼玉県の取組について農業支援課の野口主幹から説明） 
 ○ リモートセンシング技術の導入によるデータ収集の現状と解析について 
   （ビジョンテックから説明） 
 ○ 総合検討 
 
 ○ 情報提供 

 気象情報を利用した水稲の適期刈取り支援 
             （農研機構西日本農業研究センター  

水田作研究領域 栽培管理グループ長 長田 健二 氏） 
           
 

   ・出席者（敬称略） 
      農林水産省生産局農産部 農業環境対策課 課長補佐    吉富 信久 

関東農政局生産部生産技術環境課 地球温暖化対策係長  黒田 真未 
    〃    生産振興課 係員           鈴木  麗 
農研機構 西日本農業研究センター水田作研究領域  
栽培管理グループ長                              長田 健二 

 埼玉県農林部農業支援課 普及活動担当 主幹      野口 雄一郎 
           埼玉県農業技術研究センター 担当部長         山本 和雄 

埼玉県加須農林振興センター 所長           鈴木 紀之 
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      埼玉県加須農林振興センター副所長          須賀 昭雄 
            〃      担当部長         重松  統 
            〃        〃          岩元  篤 
            〃      担当課長         岡田  格 
            〃      技師           高橋 純司 
      加須市役所  主査                   植木 孝幸 

   〃                    大塚 瀬喜男 
      羽生市役所 主事                 木村  温 
      ＪＡほくさい 営農部 部長             木元  啓 

〃    〃  営農販売課 補佐       宮澤  正 
    騎西中央支店 代理           砂埜 康雄 
〃   北川辺支店               筑  寿緒 
〃     〃                須賀 大輔 

      加須市北川辺米の会 会長              小倉 和夫 
      加須市（展示ほ担当農家）             下山 房巳 
           〃                   大谷 寿男 

 水稲温暖化適応技術協議会 事務局長            副島 陽一 
     〃      事務局             坂  芳則 

      〃       〃              榎本 義男 
（一社）全国農業改良普及支援協会 専門調査員     根岸 秀夫 

 
 
 
 

（福井県） 

   現地検討会 

   ・期 日  平成２８年８月１９日（木） 
 
   ・場 所  福井県福井市荒木別所地区現地技術実証ほ場及び福井県農業試験場会議室 

 

   ・内 容  ○ 微気象センサータグの設置による積算気温に基づいた適期刈取の実施による 
品質、食味向上の実証 

○ 今後の取組において工夫または解決すべき課題について 
○ 総合検討 
○ 情報提供：気象データと早期警戒・栽培管理支援システム 

（農研機構農業環境変動研究センター気候変動対応研究領域 
温暖化適応策ユニット長 中川博視 氏） 
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 ○ 情報提供 
 胴割れ発見予測により適期収穫支援 
  （農研機構西日本農業研究センター 

              水田作研究領域 栽培管理グループ長 長田 健二 氏） 
 

・出席者（敬称略）  
農研機構 農業環境変動研究センター気候変動対応研究領域 
温暖化適応策ユニット長                中川 博視 

農研機構 西日本農業研究センター水田作研究領域 
 栽培管理グループ長                 長田 健二 
福井県農業試験場 企画・指導部高度営農支援課 課長 高野 隆志 
           〃           主任   山口 泰弘 
福井県農林水産部生産振興課 経営体育成・指導グループ 主任 田中  勲 
福井県工業技術センター 新産業創出研究部 

       環境・エネルギー研究グループ 研究員    筧  瑞恵 
JA福井県五連組合員トータルサポートセンター農業企画課長  猪坂 雅信 
水稲温暖化適応技術協議会 事務局長          副島 陽一 

     〃      事務局           坂  芳則 
     〃       〃            榎本 義男 
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現地技術実証調査の取組 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田県現地技術実証調査の取組 
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【水稲の課題別現地技術実証調査要約】

秋 田 県

表題 リモートセンシング技術等の導入効果の検証と気候変動に対応した

稲づくりの実践

課題１ リモートセンシング技術等の導入による気象変化の影響を受けにくい水稲

栽培の仕組みづくりの実証

調査のねらい ＡｇｒｉＬｏｏｋから得られる情報（生育予測（葉色・生育ステー

ジ・食味）や異常気象情報・高温障害発生予測情報）の精度を検証す

るとともに、生産者へ速やかに当該情報をフィードバックするための

有効な手法について検討する。

・食味推定技術以外は予測の精度が低く、昨年度の精度と比較しても

調査結果 大きく改善されてはいなかった。

・情報を速やかにフィードバックするための手法については、当地域

においては紙媒体と電子媒体の併用が現時点では考えられる最適な

手法の１つと考えられ、情報伝達スキームの構築ができた。

・ＡｇｒｉＬｏｏｋについては、引き続き、全体的な精度向上が課題

今後の課題 となった。特に「葉色予測」については、まだまだ精度が低いため

改善が望まれる。

課題２ 堆肥及びケイ酸質資材施用による効果検証、水管理等による有効茎歩合の

高い稲づくりの実践

調査のねらい 高温登熟など異常気象の影響を受けにくい稲づくりの実践のため、

堆肥及びケイ酸質資材の投入効果を検証する。また、水管理等による

有効茎歩合の高い栽培技術を実践し、異常気象による品質低下の軽減

を目指す。

・対照区においても登熟歩合が高くなったため、ケイ酸質資材による

調査結果 効果は見られなかった。しかし、ケイ酸質資材を施用した２区は、

他の区より成熟期の稈長が長く、１穂籾数も多かったが倒伏してお

らず、ケイ酸質資材が有効に働いたことを示唆している。

・本年は出穂期以降、平年を上回る気温で推移したものの、高温年で

あった平成22年と比べると最低気温（夜温）が低かったため、玄米

品質面への高温による影響は少なかったものと考えられる。

・本技術により、生産したコメの品質が高まったことで、新たなこだ

わり米の商品化に繋がり、販路を拡大することができた。

・高温年におけるケイ酸質資材や堆肥の施用が玄米品質等へ及ぼす影

今後の課題 響については、今後も確認していく必要がある。
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平成２８年度気候変動適応産地づくり支援事業（水稲）

に係る現地技術実証調査報告書

表 題 リモートセンシング技術等の導入効果の検証と気候変動に対応した

稲づくりの実践

ＪＡ新あきた高品質米生産・販売推進協議会

１ 実証の背景とねらい

近年の高温条件下において、幼穂形成期（７月中旬）以降の急激な葉色の低下や白未

熟粒の発生などが品質・収量に影響する事例が発生している。特に、平成22年は近年に

ない高温年であり、全県で作況指数93の不良、１等米比率は72.9％（前年差－21.9ポイ

ント）となった。ＪＡ新あきた管内も例外ではなく、平成22年は作況指数90（県中央）、

１等米比率52.2％（前年差－39.9ポイント）となった。

こうした状況を踏まえて、ＪＡ新あきたでは高温等の気象条件下においても安定的な

品質・収量を確保するため、土づくり資材の施用（ケイ酸質資材や有機物の投入）・適

正な水管理の実施などの指導を行ってきた。

また、平成26年度は、高温等の異常気象に左右されない、コメの高位安定生産のため、

秋田市河辺地区に温暖化適応技術実証ほを設置した（温暖化に適応した水管理、施肥法

の見直し及びケイ酸質資材の投入効果の検証）。

高品質米づくりの指導を徹底し、１等米比率の向上を図ってきたが、ＪＡ新あきた管

内では、平成22年～26年の平均１等米比率（79％）が県平均（87％）以下となっている。

こうした状況を打破し、ＪＡ新あきた管内の１等米比率を県平均以上に向上させること

が課題となっている。

そこで、高温年における白未熟粒の発生や、日照不足による登熟歩合の低下などを引

き起こすような気象条件下にあっても、ICTを活用したきめ細かでかつ迅速な対応策を

講ずることにより、高品位で安定した水稲生産を行い、１等米比率の向上を目指す。

また、併せて、有効茎歩合の高い栽培技術の実践や、堆肥やケイ酸質資材を施用する

ことで、異常気象による品質低下を軽減する技術を検証する。

なお、平成27年度は本事業を活用し、ICTの導入により気象変化の影響を受けにくい

水稲栽培の仕組みづくりの実証を行い、株式会社ビジョンテックの「ＡｇｒｉＬｏｏｋ

（アグリルック）」を導入し、当該システムから得られる情報（葉色予測、生育予測、

異常気象・高温障害発生予測メールなど）の精度検証を行ったが、どの情報も満足の得

られる結果とはならず、全体的な精度向上が課題となった。

また、上記技術導入のほか、現地ほ場において、堆肥及びケイ酸質資材施用による効

果検証、水管理等による有効茎歩合の高い稲づくりの実践も併せて行った。平成27年度

は、初期の茎数不足により当初予定していた水管理の実践ができなかったため、適正な
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栽植密度の確保が課題となった。また、平成27年は高温年に分類される年ではなかった

ため、堆肥及びケイ酸質資材施用による差は見られず、こちらも効果の検証を継続する

必要があった。

以上のことから、今年度においても平成27年度と同一の表題の下、現地技術実証調査

を行った。

２ 実証課題名

課題１ リモートセンシング技術等の導入による気象変化の影響を受けにくい水稲

栽培の仕組みづくりの実証

課題２ 堆肥及びケイ酸質資材施用による効果検証、水管理等による有効茎歩合の

高い稲づくりの実践

３ 実証結果

課 題 １

リモートセンシング技術等の導入による気象変化の影響を受けにくい水稲栽培の

仕組みづくりの実証

（１） 担当者

秋田県農林水産部水田総合利用課 副主幹 片野 英樹

秋田県秋田地域振興局農林部農業振興普及課 技 師 齊藤 覚郎

（２） 実施地域

秋田県秋田市（ＪＡ新あきた管内３地区（北地区、東地区、河辺地区））

（３） 目 的

ＡｇｒｉＬｏｏｋを導入し、当該システムから得られる情報（人工衛星画像を活

用した生育予測（葉色・生育ステージ・食味）や異常気象情報・高温障害発生予測

情報）の精度を検証する。平成27年度の実証結果では、全体的な精度向上が課題と

なったため、当該システム導入２年目で精度が改善されたのかを確認する。

また、得られた情報を生産者へ速やかにフィードバックするための有効な手法に

ついて検討する。

（４） 導入した技術の概要

ア 導入した技術

株式会社ビジョンテックの「ＡｇｒｉＬｏｏｋ（アグリルック）」

イ 精度を検証する技術

（ア）人工衛星画像を活用した葉色予測技術

（イ）生育ステージ（出穂期・成熟期）予測技術
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（ウ）食味（玄米タンパク質含有率）推定技術

（エ）異常気象情報・高温障害発生予測情報の内容

（５） 実証内容及び結果

ア ＡｇｒｉＬｏｏｋから得られる情報の精度検証

（ア） 人工衛星画像を活用した葉色予測技術

各地区に調査ほ場（全11ほ場、品種はあきたこまち）を設け、当該ほ場

において、人工衛星画像を活用し、７月15日（幼穂形成期頃）時点の葉色

予測（ＳＰＡＤ値）と７月25日（減数分裂期頃）時点の葉色予測（ＳＰＡ

Ｄ値）を行った。７月15日時点の葉色予測は７月７日に実施し、７月25日

時点の葉色予測は７月19日に実施した（図１、２）。

７月15日時点の葉色予測結果と７月15日に計測した葉色値（ＳＰＡＤ値）

は表１のとおりとなった。一部のほ場では、７月15日以前に追肥（穂肥）

を行っていたため、７月15日以前に追肥を行っていないほ場を抜粋すると

表２のとおりとなる。また、表２のほ場における７月15日の予測値と実測

値の相関は図３のとおりとなった。予測結果は、10ほ場中３ほ場で予測の

とおりとなったが、大半のほ場で予測値と実測値に差異が生じていた（表

２）。予測値と実測値との相関については、一定の傾向は見られなかった。

７月25日時点の葉色予測結果と７月25日に計測した葉色値（ＳＰＡＤ値）

は表３のとおりとなった。一部のほ場では、追肥を行っていたため、追肥

を実施していないほ場を抜粋すると表４のとおりとなる。また、表４のほ

場における７月25日の予測値と実測値の相関は図４のとおりとなった。予

測と整合したほ場は、８ほ場中１ほ場しかなく、予測の精度は高くなかっ

た（表４）。予測値と実測値との相関については、実測値よりもＡｇｒｉ

Ｌｏｏｋの予測値の方が高くなる傾向があった。

なお、平成27年度に行った葉色予測に関する結果は表５のとおりで、実

測値よりもＡｇｒｉＬｏｏｋの予測値の方が低くなる傾向があった。

また、追肥を行っていないほ場における７月15日から７月25日にかけて

の葉色（予測値及び実測値）の推移をまとめると表６のとおりとなった。

７月15日から７月25日にかけて、予測値は横ばいもしくは上昇するほ場が

ほとんどだったのに対し、実測値はほとんどのほ場で低下した。推移が一

致したほ場は８ほ場中１ほ場しかなかった。

以上の結果から、今年度も予測精度は十分ではなく、実用レベルまでの

改善は成されなかった。

葉色予測の精度検証の前に、衛星画像を取得した時点における葉色の「推

測」が合っているかの検証が必要だと考えるが、今年度は（株）ビジョン

テックから当該データの提供がなかったため、葉色推測の検証はできなか

った。
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図１ ７月15日時点の葉色予測画像 図２ ７月25日時点の葉色予測画像

表１ ７月15日時点の葉色予測結果と７月15日に計測した葉色値（SPAD値）

表２ ７月15日時点の葉色予測結果と７月15日に計測した葉色値（SPAD値）

（７月15日以前に追肥を行っていないほ場を抜粋）

地区 集落名 ほ場名
追肥の実施

（7月15日以前）
追肥実施日

AgriLookによる
7月15日の葉色予測
（SPAD値）

7月15日の葉色値
（実測値、SPAD値）

葉色予測の精度

上新城 Ａ × － 38.6　～　41.0 38.7 ○

上新城 Ｂ × － 38.6　～　41.0 42.1 ×

四ツ屋 Ｃ ○ ７月8日、7月23日 38.6　～　41.0 44.6 ×

笹岡 Ｄ × － 38.6　～　41.0 43.5 ×

東 堀内 Ｅ × － 38.6　～　41.0 40.9 ○

黒沼 Ｆ × 7月16日 38.6　～　41.0 38.0 ×

上三内 Ｇ × 7月15日、7月24日 38.6　～　41.0 38.0 ×

山根 Ｈ × － 38.6　～　41.0 38.4 ×

大沢 Ｉ × － 38.6　～　41.0 40.6 ○

大沢 Ｊ × － 41.1　～　43.5 40.8 ×

大沢 Ｋ × － 38.6　～　41.0 43.0 ×

北

河辺

地区 集落名 ほ場名
追肥の実施

（7月15日以前）
追肥実施日

AgriLookによる
7月15日の葉色予測
（SPAD値）

7月15日の葉色値
（実測値、SPAD値）

葉色予測の精度

上新城 Ａ × － 38.6　～　41.0 38.7 ○

上新城 Ｂ × － 38.6　～　41.0 42.1 ×

笹岡 Ｄ × － 38.6　～　41.0 43.5 ×

東 堀内 Ｅ × － 38.6　～　41.0 40.9 ○

黒沼 Ｆ × 7月16日 38.6　～　41.0 38.0 ×

上三内 Ｇ × 7月15日、7月24日 38.6　～　41.0 38.0 ×

山根 Ｈ × － 38.6　～　41.0 38.4 ×

大沢 Ｉ × － 38.6　～　41.0 40.6 ○

大沢 Ｊ × － 41.1　～　43.5 40.8 ×

大沢 Ｋ × － 38.6　～　41.0 43.0 ×

北

河辺
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図３ ７月15日葉色予測値と７月15日葉色実測値の相関

（７月15日以前に追肥を行っていないほ場のみ）

表３ ７月25日時点の葉色予測結果と７月25日に計測した葉色値（SPAD値）

表４ ７月25日時点の葉色予測結果と７月25日に計測した葉色値（SPAD値）

（追肥を行っていないほ場を抜粋）

地区 集落名 ほ場名 追肥の実施 追肥実施日
AgriLookによる
7月25日の葉色予測
（SPAD値）

7月25日の葉色値
（実測値、SPAD値）

葉色予測の精度

上新城 Ａ × － 36.1　～　38.5 37.1 ○

上新城 Ｂ × － 41.1　～　43.5 41.0 ×

四ツ屋 Ｃ ○ 7月8日、7月23日 43.6　～ 40.0 ×

笹岡 Ｄ × － 43.6　～ 38.8 ×

東 堀内 Ｅ × － 41.1　～　43.5 38.6 ×

黒沼 Ｆ ○ 7月16日 41.1　～　43.5 39.6 ×

上三内 Ｇ ○ 7月15日、7月24日 41.1　～　43.5 39.0 ×

山根 Ｈ × － 41.1　～　43.5 38.5 ×

大沢 Ｉ × － 38.6　～　41.0 36.1 ×

大沢 Ｊ × － 41.1　～　43.5 37.7 ×

大沢 Ｋ × － 38.6　～　41.0 37.7 ×

北

河辺

地区 集落名 ほ場名 追肥の実施 追肥実施日
AgriLookによる
7月25日の葉色予測
（SPAD値）

7月25日の葉色値
（実測値、SPAD値）

葉色予測の精度

上新城 Ａ × － 36.1　～　38.5 37.1 ○

上新城 Ｂ × － 41.1　～　43.5 41.0 ×

笹岡 Ｄ × － 43.6　～ 38.8 ×

東 堀内 Ｅ × － 41.1　～　43.5 38.6 ×

山根 Ｈ × － 41.1　～　43.5 38.5 ×

大沢 Ｉ × － 38.6　～　41.0 36.1 ×

大沢 Ｊ × － 41.1　～　43.5 37.7 ×

大沢 Ｋ × － 38.6　～　41.0 37.7 ×

北

河辺

37

38

39

40

41

42

43

44

37 38 39 40 41 42 43 44

7月
15

日
の

葉
色

実
測

値
（

SP
AD
値

）

AgriLookによる7月15日葉色予測の中央値（SPAD値）
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図４ ７月25日葉色予測値と７月25日葉色実測値の相関

（追肥を行っていないほ場のみ）

表５ 平成27年度における７月25日時点の葉色予測結果と７月24日に計測した

葉色値（SPAD値）（追肥を行っていないほ場のみ）

表６ ７月15日から７月25日にかけての葉色（予測値・実測値）の推移

（追肥を行っていないほ場のみ）

y = 0.4262x + 20.622

R² = 0.3707

35

36
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44
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7
月

2
5
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葉

色
実

測
値

（
SP
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値

）

AgriLookによる7月25日葉色予測の中央値（SPAD値）

地区 集落名 ほ場名 追肥の実施
AgriLookによる
７月25日の葉色予測
（SPAD値）

７月24日の葉色値
(実測値、SPAD値)

葉色予測の精度

北 上新城 Ａ × ３５．１～３７．５ 37.2 ○

赤平 Ｆ × ３５．０以下 44.3 ×

古町 Ｇ × ３５．０以下 43.2 ×

大沢 Ｍ × ３５．０以下 42.0 ×

大沢 Ｎ × ４２．６以上 45.4 ○

大沢 Ｏ × ３７．６～４０．０ 41.6 ×

東

河辺

地区 集落名 ほ場名 追肥の実施
AgriLookによる
7月15日の葉色予測
（SPAD値）

AgriLookによる
7月25日の葉色予測
（SPAD値）

予測値の
推移

7月15日の葉色値
（実測値、SPAD値）

7月25日の葉色値
（実測値、SPAD値）

実測値の
推移

推移の
一致

上新城 Ａ × 38.6　～　41.0 36.1　～　38.5 低 下 38.7 37.1 低 下 ○

上新城 Ｂ × 38.6　～　41.0 41.1　～　43.5 上 昇 42.1 41.0 低 下 ×

笹岡 Ｄ × 38.6　～　41.0 43.6　～ 上 昇 43.5 38.8 低 下 ×

東 堀内 Ｅ × 38.6　～　41.0 41.1　～　43.5 上 昇 40.9 38.6 低 下 ×

山根 Ｈ × 38.6　～　41.0 41.1　～　43.5 上 昇 38.4 38.5 横ばい ×

大沢 Ｉ × 38.6　～　41.0 38.6　～　41.0 横ばい 40.6 36.1 低 下 ×

大沢 Ｊ × 41.1　～　43.5 41.1　～　43.5 横ばい 40.8 37.7 低 下 ×

大沢 Ｋ × 38.6　～　41.0 38.6　～　41.0 横ばい 43.0 37.7 低 下 ×

北

河辺
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（イ） 生育ステージ（出穂期・成熟期）予測技術

ＡｇｒｉＬｏｏｋが予想する出穂期及び成熟期について、実際の生育ス

テージとの比較を行った。

予測精度の比較のため、東北農業研究センターと岩手県立大学が開発し

たシステムである「GoogleMapによる気象予測データを利用した農作物警

戒情報」（以下、「東北農研システム」と表記）による出穂期及び成熟期

予測との比較も行った。なお、東北農研システムには登録できるほ場数が

限られており、当該システムに登録するほ場は各地区の代表ほ場としたた

め、ＡｇｒｉＬｏｏｋと東北農研システムの双方から各予測が得られたほ

場は３ほ場のみとなる。

ＡｇｒｉＬｏｏｋによる生育予測の画像は図５のとおり。また、東北農

研システムによる生育予測の画像は図６のとおり。

出穂期については、ＡｇｒｉＬｏｏｋの予測が実際の生育ステージより

も早くなる傾向にあった（表７）。また、誤差については１日早～10日早

となっており、東北農研システムにおける誤差（１日早～３日遅）に比べ

るとばらつきが大きかった。

成熟期については、ＡｇｒｉＬｏｏｋによる予測の誤差は７日早～３日

遅となっており、東北農研システムによる予測の誤差（10日早～５日早）

よりは誤差が小さく、実際の生育ステージに近くなる傾向があった（表８）。

図５ ＡｇｒｉＬｏｏｋにおける生育予測画像
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図６ 東北農研システムにおける生育予測画像

表７ 出穂期予測の結果

誤 差 誤 差

上新城 Ａ 8月1日 7月27日 5日早 7月31日 1日早

上新城 Ｂ 8月6日 7月27日 10日早 － －

四ツ屋 Ｃ 8月8日 8月1日 7日早 － －

笹岡 Ｄ 8月7日 8月1日 6日早 － －

東 堀内 Ｅ 8月1日 7月29日 3日早 8月1日 ±0日

黒沼 Ｆ 7月30日 7月29日 1日早 － －

上三内 Ｇ 8月3日 7月28日 6日早 － －

山根 Ｈ 8月4日 8月1日 3日早 － －

大沢 Ｉ 7月31日 7月30日 1日早 8月3日 3日遅

大沢 Ｊ 7月31日 － － 8月3日 3日遅

大沢 Ｋ 7月31日 － － 8月3日 3日遅

AgriLook予測 東北農研ｼｽﾃﾑ予測

北

河辺

地区 集落名 ほ場名 出 穂 期
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表８ 成熟期予測の結果

（ウ） 食味（玄米タンパク質含有率）推定技術

ＡｇｒｉＬｏｏｋが推定する玄米タンパク質含有率について、実測値と

の比較をしたところ、全５ほ場中、４ほ場において予測が一致した。（表

９）。

表９ 食味（玄米タンパク質含有率）推定の結果

（エ） 異常気象情報・高温障害発生予測情報の内容

気象庁より気象に関する警報や異常天候早期警戒情報が発表された際

に、当該情報をメールでＪＡ営農指導員及び担当普及指導員（計15名）へ

配信してもらうサービスを実施した（図７）。

地区 集落名 ほ場名 推定値 実測値 予測の精度

北 上新城 Ａ 5.6 ～ 6.0 6.0 ○

東 堀内 Ｅ 5.6 ～ 6.0 5.8 ○

大沢 Ｉ 6.1 ～ 6.5 6.3 ○

大沢 Ｊ 6.1 ～ 6.5 6.0 ×

大沢 Ｋ 5.6 ～ 6.0 5.9 ○

 ※実測値は、成分分析計AN-820（Kett）により測定。

河辺

誤 差 誤 差

上新城 Ａ 9月10日 9月9日 1日早 9月5日 5日早

上新城 Ｂ 9月15日 9月8日 7日早 － －

四ツ屋 Ｃ 9月15日 9月14日 1日早 － －

笹岡 Ｄ 9月15日 9月14日 1日早 － －

東 堀内 Ｅ 9月10日 9月11日 1日遅 9月5日 5日早

黒沼 Ｆ 9月10日 9月11日 1日遅 － －

上三内 Ｇ 9月12日 9月12日 ±0日 － －

山根 Ｈ 9月13日 9月16日 3日遅 － －

大沢 Ｉ 9月14日 9月14日 ±0日 9月4日 10日早

大沢 Ｊ 9月14日 － － 9月4日 10日早

大沢 Ｋ 9月14日 － － 9月4日 10日早

成 熟 期
AgriLook予測 東北農研ｼｽﾃﾑ予測

北

河辺

地区 集落名 ほ場名
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また、ＡｇｒｉＬｏｏｋから得られる高温障害発生予測情報についても、

技術指導担当者向け情報として、メールでＪＡ営農指導員及び担当普及指

導員へ配信してもらうサービスを実施した（図８）。昨年度は同様の情報

が毎日メール配信されていたが、今年度は危険度が高まった際にアラート

（警報）的に配信してもらうよう、内容を改めた。なお、今年度は高温障

害発生の危険度が高まらなかったため、本メールの配信は１回（８月30日）

のみとなった。

図７ 異常天候早期警戒情報のメール配信サービス内容

図８ 高温障害発生予測情報のメール配信サービス内容

イ 得られた情報を生産者へ速やかにフィードバックするための有効な手法の検討

今年度、生産者に対してフィードバックした情報は「葉色予測結果」と「高温

対策技術情報」の２種類の情報である。どちらも「稲作情報」として生産者へ情

報提供を行った。
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７月７日にＡｇｒｉＬｏｏｋから得られた７月15日時点の葉色予測結果につい

ては、予測結果を掲載した稲作情報を同日中に発行した（別添参考資料１「稲作

情報（７月７日発行）」）。

７月19日にＡｇｒｉＬｏｏｋから得られた７月25日時点の葉色予測結果につい

ては、予測結果を掲載した稲作情報を翌日（７月20日）に発行した（別添参考資

料２「稲作情報（７月20日発行）」）。また、その際に、７月15日に行った生育調

査結果を基に各生産者のほ場ごとに栄養診断を行い、診断結果（追肥作業の判断

材料）も併せてフィードバックした。

また、８月上旬（出穂期頃）に最高気温が連日30℃を超えるような日が続く予

報（気象庁発表）が、さらに８月４日には「高温に関する異常天候早期警戒情報」

が発表されたため、高温登熟回避のためのかけ流し等適切な水管理を行うよう生

産者に情報提供した（別添参考資料３「稲作情報号外（８月５日発行）」）。

今年度の各種情報は、９名の生産者へフィードバックしたが、そのうち１名へ

はＦＡＸを用いた直接送付で、残り８名へはＪＡを通じた手渡しにより行った。

昨年度の実証結果を踏まえ、今年度は電子媒体（ＦＡＸやメールなど）を活用

した情報提供体制の試行的運用を目指していたが、９名のうちＦＡＸを所持して

いる生産者は１名しかおらず、また、メールについても操作に不慣れな生産者が

多かったため、電子媒体による情報提供は１名にしか実施することができなかっ

た。

なお、各種情報が生産者の手元に届くまでの日数については、ＦＡＸ活用の場

合は稲作情報発行日と同日であり、また、ＪＡを通じた直接配付の場合でも稲作

情報発行日から１～２日後程度であり、比較的短期間で情報をフィードバックす

ることができた（表10、11）。

表10 葉色予測から予測結果をフィードバックするまでの流れ（葉色予測１回目）

月 日 内　　容 備　　考

6月28日、29日 人工衛星画像取得 SPOT7、Landsat8

7月4日 現地ほ場観測
マルチスペクトルカメラ及び
デジタルカメラによるほ場撮影

7月5日 生育調査（SPAD値計測）
同日中にビジョンテックへ調査
結果を提供

7月5日～6日 画像解析

7月7日 7月15日時点の葉色予測リリース

7月7日
葉色予測結果を記載した稲作情報
の作成

7月7日～8日 稲作情報を生産者へ配付 9名

7月15日 生育調査（SPAD値計測）
同日中にビジョンテックへ調査
結果を提供
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表11 葉色予測から予測結果をフィードバックするまでの流れ（葉色予測２回目）

（６） 考 察

葉色予測については、今年度は２回実施したがどちらも精度は低く、昨年度の精

度と比較しても大きく改善されてはいなかった。そのため、生産現場で活用できる

ようなレベルに到達するには、更に数年の検証・改善が必要と思われた。しかし、

リモートセンシングは広範囲のほ場について予測できるため、今後精度が向上する

ことで、スケールメリットを生かすことができると考える。

出穂期予測については、実際の生育ステージとの差が大きく、また、誤差のばら

つきが大きいため、精度向上が必要である。成熟期予測については、東北農研シス

テムよりは実際の生育ステージに近くなる結果となったが、予測値と成熟期にはま

だ乖離があるため、出穂期予測同様、予測精度の更なる向上が必要である。

食味（玄米タンパク質含有率）予測については、今年度は分析どおりの結果とな

るほ場が多く精度が高かった。本機能は、本県においては今年度初めて実施した機

能であるため、実用化に向けて複数年の結果を確認する必要がある。

異常気象情報については、昨年度は単なる気象予報が毎日配信されるものであっ

たが、今年度は異常天候早期警戒情報などが発表された際に配信されるサービスへ

と変更となり、この点は昨年度から改善が図られた。しかしながら、異常気象への

対応技術も情報提供されるようなサービスを要望していたが、その実現には至らな

かった。また、気象庁が異常天候早期警戒情報を発表した翌日にメールが配信され

るというスケジュールでサービス提供されたが、よりタイムリーに情報提供される

ようなサービスとなることを望む。

高温障害発生予測情報については、今年度は危険度が高まった際にアラート的に

配信されるようになり、更に、コメントも記載されるようになったため、昨年度よ

りもサービス内容が向上した。しかし、今年度はメールが１回しか配信されなかっ

たため、高温障害発生予測の精度については検証できなかった。

各種情報を速やかにフィードバックするための手法については、紙媒体と電子媒

体の併用により、比較的短期間の内に情報をフィードバックできたものの、対象者

月 日 内　　容 備　　考

7月12日、14日 人工衛星画像取得 MODIS、Landsat8

7月15日 生育調査（SPAD値計測）
同日中にビジョンテックへ調査
結果を提供

7月15日～19日 画像解析

7月19日 7月25日時点の葉色予測リリース

7月20日
葉色予測結果を記載した稲作情報
の作成

7月20日～22日 稲作情報を生産者へ配付 9名

7月25日 生育調査（SPAD値計測）
7月28日にビジョンテックへ調査
結果を提供
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が増えた際の労力と速報性を考慮すると、電子媒体のみによる情報提供が理想であ

る。しかしながら、電子媒体のみによる情報提供の実施は、生産者における情報機

器の整備環境に左右されるとともに、デジタルデバイドを生む恐れがある。そのた

め、地域の実情に合わせた情報提供体制の確立を目指すべきであり、当地域におい

ては、紙媒体と電子媒体の併用が現時点では考えられる最適な手法の１つと考えら

れる。

（７） 実証の成果

２か年の実証により、気象変化に対応した技術情報を生産者へタイムリーに伝達

するための体制づくりができた。実証では、各種予測精度や情報の伝達手法に課題

は残ったものの、全体としては、気象変化の影響を受けにくい水稲栽培の仕組みづ

くりに向けた下地作りができたものと考える。今後も同様の取り組みを継続し、管

内に広めていくことで１等米比率向上を図りたい。

（８） 今後の課題

ＡｇｒｉＬｏｏｋについては、引き続き、全体的な精度向上が課題となった。特

に「葉色予測」については、まだまだ精度が低いため改善が望まれる。

ＡｇｒｉＬｏｏｋは「葉色予測結果を活用して追肥を行い、食味推定結果に基づ

く区分刈り取り・区分出荷を行い、有利販売に繋げる」というような付加価値のあ

る一連の流れが実現できなければ、ランニングコストが高額であるため、現場で導

入するメリットは今のところ少ないと思われる。今後も実用化に向けた更なる精度

向上を期待したい。

また、気候変動に対応した技術情報をいち早く提供するためには、その元になる

気象予測や生育予測の精度向上が重要である。特に７月中下旬の穂肥は、収量や品

質に大きく影響するため、総合的にかつ慎重に判断する必要がある。今後は、Ａｇ

ｒｉＬｏｏｋに限らず、複数の技術を検証し、費用対効果を勘案しながら当該技術

の導入を検討していく。

各種情報を速やかにフィードバックするための手法については、今後多くの生産

者に情報を提供するようになった際、紙媒体による配布は情報拡散のスピードに限

界があるため、インターネットやメール等を活用した手法を確立する必要がある。

しかし、インターネット等の活用は伝達スピードは速まるものの、利用者が限られ

てくるため、様々な手法を組み合わせながら、広範囲にかつ効率的に情報をフィー

ドバックできる手法の確立を目指していきたい。
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課 題 ２

堆肥及びケイ酸質資材施用による効果検証、水管理等による有効茎歩合の高い

稲づくりの実践

（１） 担当者

秋田県農林水産部水田総合利用課 副主幹 片野 英樹

秋田県秋田地域振興局農林部農業振興普及課 技 師 齊藤 覚郎

（２） 実施地域

秋田県秋田市河辺大沢（担当経営体：農事組合法人 おおさわ）

（３） 目 的

高温登熟など異常気象の影響を受けにくい稲づくりの実践のため、堆肥及びケイ

酸質資材の投入効果を検証する。また、水管理等による有効茎歩合の高い栽培技術

を実践し、異常気象による品質低下の軽減を目指す。

（４） 耕種概要

ア ほ場来歴：H28 水稲 － H27 水稲 － H26 水稲 － H25 大豆 － H24 水稲

イ 土 壌：細粒グライ土 浅津統（下層礫）

ウ 品 種：あきたこまち

エ 播 種：４月15日、120g（乾籾）/箱

オ 育苗様式：中苗（加温出芽）

カ 耕 起：５月11日、12日、耕深15㎝

キ 代 か き：５月13日、14日

ク 移 植：５月18日、植付深２cm

ケ 栽植密度：70株/坪（21.2株/㎡）に設定

コ 使用箱数：24箱/10a

サ 堆 肥：１区のみ施用（４月20日、21日） 牛ふん堆肥 現物1.5t/10a

※施用２年目

シ 基 肥

［ １ 区 ］(減農薬減化学肥料栽培)

○ネオペーストSR502（15-10-12）［緩効性（40％）肥料］ 側条２段施肥

現物 27kg/10a（上段18kg/10a・下段9kg/10a、N成分量 4.0kg/10a）

○シリカ未来プラス（ケイ酸23.0、苦土2.0、ﾏﾝｶﾞﾝ0.5） 全層施肥

現物 100kg/10a（Si成分量 23.0kg/10a）

［ ２ 区 ］

○ネオペーストSR502（15-10-12）［緩効性（40％）肥料］ 側条２段施肥

現物 46kg/10a（上段31kg/10a・下段15kg/10a、N成分量 6.9kg/10a）

○シリカ未来プラス（ケイ酸23.0、苦土2.0、ﾏﾝｶﾞﾝ0.5） 全層施肥

現物 100kg/10a（Si成分量 23.0kg/10a）
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［ 対照区 ］

○ネオペーストSR502（15-10-12）［緩効性（40％）肥料］ 側条２段施肥

現物 46kg/10a（上段31kg/10a・下段15kg/10a、N成分量 6.9kg/10a）

ス 水 管 理（図９）

［ 深水管理 ］ ６月28日～７月３日（６日間）

※漏水等もあり、水深15㎝を確保できたのは実質３日間程度。

［ 中 干 し ］ ７月４日～７月12日（９日間）

［ かけ流し ］ ８月２日～８月10日、８月17日～８月23日、

８月29日～８月31日

［ 落 水 ］ ９月１日

セ 収穫作業

１ 区：９月24日

２ 区：９月26日

対照区：９月17日

表12 時期別の作業内容

上旬

中旬
１区・２区：ケイ酸質資材全層施用(14日)
播　種(15日)

下旬 １区：牛ふん堆肥施用(20,21日)
温湯消毒
ベンレート水和剤　　　　(22日)

【0】
【1】

上旬

中旬
耕　起(11,12日)
代かき(13,14日)
田植え(18日)　ペースト肥料施用(側条)

浅水
ツインターボ箱粒剤08
ヤイバ１キロ粒剤
(田植え同時)　　　　　　(18日)

【2】
【2】

下旬 浅水
上旬 浅水
中旬 浅水

下旬 深水（15cm）

上旬 中干し、間断かん水 バサグラン液剤　　　　　(７日) 【1】
中旬 間断かん水
下旬 間断かん水 ラブサイドフロアブル 　 (23日) 【1】
上旬 湛水、かけ流し スタークル液剤10　　　　(10日) 【1】
中旬 かけ流し、間断かん水

下旬 かけ流し、間断かん水 キラップフロアブル　　　(24日) 【1】
上旬 落水
中旬 収　穫(対照区：17日)
下旬 収　穫(１区：24日、２区：26日)

合計 【9】

9月

8月

防　除　薬　剤

6月

7月

【農薬成分数】
時　期 作　業　内　容 水　管　理

4月

5月
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図９ １区における水位

（５） 実証内容

ア 区の設定

１ 区(100a)：深水管理＋ケイ酸質資材施用＋堆肥施用（基肥減肥）

２ 区(100a)：深水管理＋ケイ酸質資材施用

対照区( 95a)：深水管理のみ

図10 区設置の概略図
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イ 調査項目

・生育（草丈（稈長）、茎数（穂数）、葉数、葉緑素計値（SPAD値））

・収量（全重、精玄米重、くず米重、わら重、千粒重、粒厚分布ほか）

・分解（登熟歩合、一穂着粒数ほか）

・品質（整粒歩合、乳白粒ほか）、食味関連成分（タンパク質、アミロースほか）

ウ 調査結果

（ア） 気象概況（別添参考資料４）

（イ） 生育調査（図11～14、表13）

草丈は全ての区で同程度だった。稈長は２区が他の区よりも長くなった。

茎数・穂数は、７月以降、２区＞１区＞対照区の順で推移した。全ての

区で最高茎数が少なく(最高茎数の目標値：527本/㎡）、有効茎歩合は１

区が89.8％、２区が86.8％、対照区が91.3％となり、全ての区で高めにな

った（有効茎歩合の目標値：84％以上）。

幼穂形成期頃（７月15日）の葉色（理想値はSPAD値で42）は１区と２区

でやや淡くなり、減数分裂期頃（７月25日）の葉色（理想値はSPAD値で38）

は１区でやや淡くなった。全ての区で幼穂形成期以降の急激な葉色低下は

見られなかった。

出穂期は、全ての区で７月31日となった。

生育期間を通じて、基肥を減肥している１区と他の区の間で、極端な生

育差は見られなかった。

図11 草丈・稈長の推移 図12 茎数・穂数の推移
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図13 葉数の推移 図14 葉色（SPAD値）の推移

表13 生育調査結果

（ウ） 分解調査及び収量調査（収量構成要素）（表14～16）

登熟期の好天により、全ての区で登熟歩合が高くなった。

全ての区で１穂籾数が多くなり（１穂籾数の目標値：69粒）、特に実証

区において多くなり、それに伴い㎡当たりの籾数が多くなった（㎡当たり

籾数の目標値：30,000～32,000粒）ため、収量が多くなった。

千粒重や粒厚分布については、実証区と対照区の間に差は見られなかっ

た。

(月日) (株/㎡)

１  区 5月18日 20.6 26.3 171 6.2 42.6 369 8.6 43.1 57.2 443 9.8 42.0
２  区 5月18日 21.8 26.3 126 6.3 42.7 340 8.9 45.6 55.7 477 10.2 43.6
対照区 5月18日 20.1 26.1 151 6.5 42.8 348 9.1 44.9 58.1 418 10.4 42.9

葉数
(葉)

葉色
(SPAD)

草丈
(cm)

茎数
(本/㎡)

葉数
(葉)

草丈
(cm)

茎数
(本/㎡)

田植日 栽植密度
6月10日 6月24日 7月5日

葉数
(葉)

葉色
(SPAD)

草丈
(cm)

茎数
(本/㎡)

生育量 生育指数 生育量 生育指数

(×10３) (×10５) (×10３) (×10５) (月日)

１  区 67.0 431 10.7 40.6 28.9 11.7 76.6 406 11.7 36.1 31.1 11.2 7月31日
２  区 67.9 467 11.2 40.8 31.7 12.9 78.3 445 12.3 37.7 34.8 13.1 7月31日
対照区 69.3 410 11.6 43.0 28.4 12.2 78.7 388 12.8 37.7 30.5 11.5 7月31日
　注)生育量：草丈×㎡当茎数、生育指数：生育量×SPAD値

葉色
(SPAD)

草丈
(cm)

茎数
(本/㎡)

葉数
(葉)

葉色
(SPAD)

草丈
(cm)

茎数
(本/㎡)

葉数
(葉)

7月25日
出穂期

7月15日

稈長 穂長 葉数 葉色 穂長 有効茎 倒伏程度

(cm) (cm) （葉） (SPAD) (cm) 歩合(%) (0-5) (月日)

１  区 75.5 18.8 400 11.7 36.5 75.3 18.7 398 89.8 0.5 9月14日
２  区 80.6 18.0 414 12.6 35.3 80.1 17.9 414 86.8 0.5 9月14日
対照区 76.5 17.6 382 12.8 35.8 76.5 17.6 382 91.3 1.5 9月14日
 注)SPAD値は止葉を計測。8月8日の稈長・穂長は8月29日に計測。

8月8日 9月14日
成熟期穂数

(本/㎡)
稈長
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穂数
(本/㎡)
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表14 分解調査結果

表15 収量調査結果

表16 玄米粒厚分布調査結果

（エ） 玄米品質等調査（表17）

玄米品質は、実証区において乳白粒や基部未熟粒の発生が多くなったた

め、対照区よりも整粒歩合が低くなった。

食味関連成分については、実証区と対照区の間に明確な差は見られなか

った。

表17 玄米品質等調査結果

１  区 74.9 17.4 398 87.9 34,947 93.6
２  区 78.4 18.2 414 89.5 37,071 90.2
対照区 73.5 18.9 382 85.0 32,462 92.5

分　解　調　査

稈長
(cm)

穂長
(cm)

穂数
(本/㎡)

1穂籾数
（粒）

㎡当たり
籾数(粒)

登熟歩合
(%)

比 較 比 較

１  区 1,675 682 915 743 118% 18 22.3 591 109% 1 等
２  区 1,541 610 824 658 105% 19 21.4 627 115% 1 等
対照区 1,402 544 775 629 100% 12 22.5 543 100% 1 等
　注)玄米重及び千粒重は、1.9㎜篩い、15％水分換算値。実収も1.9mm篩い。

収　量　調　査（10a当たり）
実収

(kg/10a)
等級全重

(kg)
わら重
(kg)

精籾重
(kg)

玄米重
(kg)

くず米重
(kg)

千粒重
(g)

2.2mm 2.1～ 2.0～ 1.9～ 1.8～ 1.8mm 1.9mm

以上 2.2 2.1 2.0 1.9 未満 以上

１  区 19.7 55.5 16.5 6.0 1.2 1.2 97.7
２  区 14.7 42.8 32.5 7.1 1.9 1.0 97.1
対照区 16.0 42.7 33.0 6.5 1.3 0.5 98.2
　注)小数点以下はラウンドの関係により一致しない場合がある。割合は重量比。

粒 厚 分 布（％）

（調査協力：秋田県農業試験場）

整　粒 乳白粒 基部未熟粒 腹白未熟粒 青未熟粒 充実度不足 部分着色粒 その他被害粒

（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

１  区 65.9 10.2 6.2 1.9 0.0 14.2 0.0 1.8 6.2
２  区 57.8 9.7 9.9 5.4 0.2 15.5 0.1 1.8 6.3
対照区 73.1 5.7 4.8 1.1 0.1 13.7 0.0 1.6 6.1
　※1：穀粒判別器(サタケ)、割合は粒数比。 ※2：ケルダール法

ﾀﾝﾊﾟｸ質※2

(15%水分)

品　　質　※1

（調査協力：新あきた農業協同組合）

水　分 タンパク質アミロース

(％) (％) (％)

１  区 74 13.6 6.3 18.9
２  区 76 14.2 6.0 19.3
対照区 76 14.3 5.9 19.6
　※3：成分分析計AN-820(Kett)

　　成　　分　※3

評価値
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（６） 考 察

有効茎決定期（６月25日頃）までに目標とする茎数440本/㎡が確保できなかった

ため、通常（8.5～9.5葉期）よりもやや遅く深水管理を実施した。深水管理による

無効分げつ抑制を行うためには、早期の目標茎数確保が重要であることが再確認さ

れた。なお、全ての区で最高茎数が少なくなり、さらに有効茎歩合も高めになった

ことから、２次分げつ等の弱勢茎の発生は少なかったと推察される。

基肥を減肥している１区と他の区の間で、極端な生育差は見られず、これは堆肥

による効果も一因と考えられる。

実証区において対照区よりも整粒歩合が低くなったが、これは対照区よりも㎡当

たりの籾数が多かったためと考えられる。

対照区においても登熟歩合が高くなったため、ケイ酸質資材による効果は判然と

しなかった。しかし、２区は他の区より成熟期の稈長が長く、１穂籾数も多かった

が倒伏しておらず、ケイ酸質資材が有効に働いたことを示唆している。

本年は出穂期以降、平年を上回る気温で推移したものの、高温年であった平成22

年と比べると最低気温（夜温）が低かったため、玄米品質面への高温による影響は

少なかったものと考えられる。

（７） 実証の成果

技術実証により実証生産者の１等米比率が高まるとともに、ＪＡ新あきたが求め

る品質基準をクリアすることができた。基準をクリアした米はプレミアム商品とし

て、関西方面での販売に繋がった。

異常気象等に左右されない米を生産することで、新たなこだわり米の産地が誕生

し、この取り組みを拡大することで、産地育成につながるものと考えられる。

（８） 今後の課題

高温年におけるケイ酸質資材や堆肥の施用が玄米品質等へ及ぼす影響について

は、今後も確認していく必要がある。

なお、実証結果を踏まえた高品質米生産を今後も進めることで、更なる産地の活

性化へと繋げていきたい。
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秋田県水稲気候変動適応方針 
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秋田県ＪＡ新あきた管内における水稲の気候変動適応方針

協議会名 ＪＡ新あきた高品質米生産・販売推進協議会

（事業実施期間：平成27年～28年）

１ 気候変動適応計画の基本的考え方

（１）気候変動による地域農業に影響をもたらしている事象への対処

平成22年度の高温登熟障害により全県的に１等米比率・登熟歩合が低下したことか

ら、秋田県は要因解析のため水稲作高温対策プロジェクトチームを立ち上げし、高温

対応技術資料を全県に配布した。

ＪＡ新あきたでは、営農指導員が土づくり資材の施用や適正な水管理等の技術指導

を行った。

平成27年度に、生産者・ＪＡ新あきた・関係機関で「ＪＡ新あきた高品質米生産・

販売推進協議会(以下、協議会)」を設立し、情報や対応技術の共有と技術発信を行っ

ている。

（２）地域として推進すべき気候変動適応策の理念

平成22年度は高温登熟障害により、ＪＡ新あきた管内の１等米比率が52.2％と大幅

に低下した。また、平成26年度は日照不足により整粒歩合が低下した。このような気

候変動に対応するため、精度の高い予測情報を基にスピーディに対応技術情報を提供

する体制を構築し、生産者がいち早く気候変動に対応した技術を実践することにより

地域全体の１等米比率を上げることが必要である。

（３）不確実性を伴う気候変動に臨機に対応しうるマネジメントの構築

気象予測と複数の精度の高い生育・品質予測により早期に対策情報を提供できる体

制を整備する。また、協議会内の機動力のある作業部会で対策技術を検討し、対応技

術情報を広く生産者に発信する。

（４）適応計画の進捗管理及び評価・検証

気候変動適応計画は、協議会において当該年度の取組結果を検証する。

目標を達成するために必要な取組内容について毎年度検討する。

（５）得られた気象データや知見の生産者へのフィードバック手段

得られた気象予測や生育予測から対応技術を作業部会で協議し、生産者へ郵送等で

情報を発信したが、対象生産者の拡大とともに、インターネットやメールを活用した

情報発信スピードの向上を図る。

（６）気候変動の将来予測を見極めた上で、地域として取り組むべき方針

気候変動の将来予測の見極めは困難であるが温暖化傾向にあるため、土づくりや適

35



正な肥培管理等の基本技術を励行し、１等米比率や品質の向上に努める。

２ 産地において確立すべき気候変動適応技術と具体的内容

（１）リモートセンシング技術等の導入による気象変動の影響を受けにくい水稲栽培の

仕組みづくりの確立

・画像解析技術や気象予測データによる生育予測や障害予測情報の精度検証

画像データを活用した葉色予測技術、

気象予測データを活用した出穂期等の生育予測技術など

・対応技術を生産者にフィードバックするための有効な手法の検討

・複数の予測システムの比較・選定

（２）気候変動に左右されない稲づくりの実践

・堆肥及びケイ酸質資材の施用

・深水管理による有効茎歩合の高い稲づくり

３ 気候変動適応産地づくりのための産地における取組体制

○高品質米の安定生産・販売に関すること

・構成

生産者（３経営体）

ＪＡ新あきた

秋田市

秋田県(普及組織、行政組織、試験研究機関)

・活動内容

高品質米の安定生産に関する協議

高品質米の販売に関する協議 等

○高品質米生産の技術実証・指導に関すること

・構成

ＪＡ新あきた

秋田県（普及組織、行政組織）

・活動内容

高品質米安定生産のための技術指導

高品質米安定生産のための技術実証

対応技術の協議及び技術情報発信 等

【ＪＡ新あきた高品質米生産・販売推進協議会】

【作業部会】
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４ 普及すべき気候変動適応技術

（１）気候変動適応技術の効果及びその分析

１）極端な早植えを避ける

極端な早植えにより出穂期が早まり、登熟期間が高温に遭遇しやすくなり、品質の

低下が懸念される。田植えを遅らせることにより、高温登熟障害を回避することがで

きる。

２）栽植密度の確保

気候変動が初期分げつの発生や穂数に大きな影響を与えている。栽植密度を70株/

坪以上にすることで、安定的に穂数を確保することができる。

３）土づくり肥料の施用

ケイ酸質肥料を施用することで、高温時にも稲体の活性が維持されることから、白

未熟粒の発生が減少するため、玄米品質が維持される。

４）生育・栄養診断に基づく適正な穂肥

幼穂形成期の栄養診断に基づく追肥は、目標収量を確保するために必要な籾数を得

るためと、出穂期以降の葉色を維持して高温登熟時の品質低下を防止するために重要

な技術である。

５）適切な水管理

水管理は初期生育の確保や高温障害回避のために重要な技術である。気候変動に応

じた水管理を実施することで、収量・品質低下を回避することができる。

５ 気候変動適応技術の導入に伴う品質・収量等の改善の見通し

（１）地域における当該気候変動に伴う被害程度の年比較

１等米比率の推移 単位：％

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

ＪＡ新あきた 52.2 87.0 76.6 92.6 87.5 93.4 89.6

(参)秋田県 72.9 90.9 87.0 91.9 91.2 91.3 92.0

※H28は12月末日現在。

（２）地域における当該気候変動に伴う地区別被害程度及び優良生産者等との比較

１等米比率（H28年12月末日現在）単位：％

管内平均 優良生産者

北地区 92.8 100

東地区 97.5 100

河辺地区 82.0 100
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６ その他

（１）各種予測精度の向上

リモートセンシングは短時間で広範囲を予測することができるため、有効なツール

であるが、気候変動に対応した技術情報をいち早く提供するためには、その元になる

気象予測や生育予測の精度向上が重要となる。特に７月中下旬の穂肥は、収量や品質

に大きく影響するため、総合的にかつ慎重に判断する必要がある。複数の予測精度の

高い技術を検証し、費用対効果を勘案しながら導入を検討していく。

（２）情報をより効率的にフィードバックできる手法の検討

本事業で、短期間で対策情報を生産者に伝えるスキームを構築できたが、多くの生

産者に情報を提供するにあたり、紙媒体による配布は情報拡散のスピードに限界があ

る。インターネットやメール等を活用することでスピードは速まるものの、利用者が

限られてくる。インターネット等を活用しながら、広範囲に効率的にフィードバック

できる手法を確立する。

（３）高温年における対応技術の検証

実証期間中は高温登熟とならなかったため、堆肥やケイ酸質資材の施用による効果

が確認できなかった。今後、高温が予想される場合、対応技術情報を早期に発信し、

生産者に実践してもらうとともに、堆肥やケイ酸質資材の施用効果を確認し、管内の

１等米比率の低下を回避していく。また、安定的に高品質米を生産することで、こだ

わり米の産地拡大を図っていく。
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秋田県（参考資料） 
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田植え日
5/15 7/8 （4日早） 7/12 （4日早） 7/10 （4日早） 7/10 （6日早） 7/12 （3日早） 7/12 （3日早）
5/20 7/11 （4日早） 7/16 （2日早） 7/14 （3日早） 7/14 （4日早） 7/15 （2日早） 7/16 （2日早）
5/25 7/15 （2日早） 7/19 （2日早） 7/17 （2日早） 7/17 （4日早） 7/19 （1日早） 7/19 （1日早）
5/30 7/19 （1日早） 7/23 （±0日） 7/21 （1日早） 7/21 （2日早） 7/22 （±0日） 7/22 （1日早）

秋田 男鹿 五城目 大潟 岩見三内 大正寺

草丈 茎数 葉数 葉緑素計値 生育指数
＊２ 栄養診断値＊３

（㎝） （本/㎡） （葉） （SPAD） （×10３） （×10５）

理想値 61 515 10.7 42 31.4 13.2

上限値 63 559 10.9 44 34.2 14.7

下限値 58 471 10.5 40 28.6 11.8

管内＊１ 65.6 510 11.3 38.4 33.5 12.8
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草丈 茎数 葉数 葉緑素計値 生育指数 栄養診断値

（㎝） （本/㎡） （葉） （SPAD） （×10３） （×10５）
理想値 70 491 11.9 38 34.6 13.1
上限値 72 527 12.2 39 37.0 14.2
下限値 69 456 11.7 36 32.2 11.9

管内＊４ 77.4 469 12.4 37.6 36.3 13.6

草丈 茎数 葉数 葉緑素計値 生育指数＊２ 栄養診断値＊３

（㎝） （本/㎡） （葉） （SPAD） （×10３） （×10５）

理想値 61 515 10.7 42 31.4 13.2

上限値 63 559 10.9 44 34.2 14.7

下限値 58 471 10.5 40 28.6 11.8

管内＊１ 64.3 489 11.4 38.5 31.4 12.1

おおさわ

30

35

40

45

50
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葉
緑
素
計
値

生育指数（草丈×㎡茎数）

幼穂形成期における栄養診断（中央）

（×１０３）

Ⅰ型
栄養不足

籾数不足
（倒伏０）

Ⅴ－１型

葉色濃い

（倒伏１～２）
Ⅵ型
籾数過多、登熟不良

（倒伏２以上）

Ⅴ－２型

生育過剰

（倒伏１～２）

Ⅳ型
籾数やや多い

（倒伏０～１）
Ⅲ型
理想

（倒伏０～１）

Ⅱ型
籾数やや不足

（倒伏０）

▲：各地点
□：平均
■：普及平均
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田植え日
5/15 7/31 （4日早） 8/5 （3日早） 8/3 （3日早） 8/3 （4日早） 8/5 （2日早） 8/5 （2日早）
5/20 8/3 （2日早） 8/8 （2日早） 8/6 （2日早） 8/6 （3日早） 8/7 （2日早） 8/8 （1日早）
5/25 8/6 （2日早） 8/11 （1日早） 8/9 （1日早） 8/9 （3日早） 8/11 （±0日） 8/11 （±0日）
5/30 8/10 （±0日） 8/14 （±0日） 8/13 （±0日） 8/13 （1日早） 8/14 （±0日） 8/14 （±0日）

秋田 男鹿 五城目 大潟 岩見三内 大正寺
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出穂期 平均気温 最高気温 最低気温

7月31日 25.1 30.8 20.0

8月1日 25.0 30.6 20.0

8月3日 24.0 29.5 19.3

7月31日 24.5 29.3 20.4

7月31日 25.8 30.0 22.1

平年比較 － 1.1 1.3 0.7

前年比較 － 0.6 1.5 ▲ 0.4

H22年比較 － ▲ 0.7 0.8 ▲ 2.1

平年比較 2日早 1.0 1.1 0.7

前年比較 1日遅 0.5 1.3 ▲ 0.4

H22年比較 1日遅 ▲ 0.8 0.6 ▲ 2.1

秋田地域

本年（実証ほ）　

本年（秋田地域）

平年（秋田地域）

前年（秋田地域）

H22年（秋田地域） 

実証ほ
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出穂期 平均気温 最高気温 最低気温

8月1日 26.8 31.7 22.7

8月3日 25.1 29.2 21.6

7月31日 26.1 30.4 22.5

7月31日 27.0 31.1 23.9

2日早 1.7 2.5 1.1

1日遅 0.7 1.3 0.2

1日遅 ▲ 0.2 0.6 ▲ 1.2

平年比較

前年比較

H22年比較

本年（秋田地域）

平年（秋田地域）

前年（秋田地域）

H22年（秋田地域） 
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埼玉県現地技術実証調査の取組 

  

51



 



【様式２】 

【水稲の課題別現地技術実証調査要約】 

 

埼 玉 県 

 

表題 衛星データ等を活用した水稲の高温障害対策 

課題 衛星データ等を活用した水稲の高温障害対策の実証 

調査のねらい 平成２７年度は衛星データ等（リモートセンシング技術等）を活用

した水稲の高温障害対策の実証に取り組んだ。 

 平成２８年度は昨年度の実証結果を踏まえ、コシヒカリ、彩のかが

やきの２品種に絞り、品種ごとに移植時期が近く土質も類似したほ場

を選定した。衛星データ等（リモートセンシング技術等）を活用した

生育予測等の精度を検証するとともに、気象変動に強い米の産地づく

りを推進した。 

調査結果 ○気候変動に強い米づくり産地の育成 

人工衛星を利用したリモートセンシング技術は、短時間で広範囲を

同一条件で診断できるという利点を持っている。 

本年の実証では、人工衛星を利用したリモートセンシング技術を利

用した水稲の葉色診断は、人工衛星からのデータ取得２～３日後に、

撮影から１０～１５日の葉色が予測できた。 

そのため、葉色予測結果を基に、追肥（穂肥）を施用するかの判断

が可能となった。特に、農業者に追肥に関する技術情報を周知する期

間が７～１０日程度確保できることから、適期に作業が行え、白未熟

粒の発生等による高温障害発生リスクを低減することが可能となっ

た。 

本事業での実証は、人工衛星を利用したリモートセンシング技術に

よる水稲の葉色予測、予測結果を基にした追肥（穂肥）の判断と農業

者への情報伝達期間の確保という情報の取得―予測―伝達の一連のシ

ステムが実証できたことから、気象変動に強い米の産地づくりを担う

基礎を構築することができた。   

○葉色予測 

・コシヒカリ 

 加須市駒場 加須市伊賀袋 加須市麦倉 加須市柳生 

予測値 

6/27 実測 

3.6～4.5 

3.3 

3.6～4.5 

4.3 

4.6～5.5 

4.9 

4.6～5.5 

4.7 

実測値 

7/7 

3.5（+0.2） 4.0 

（-0.3） 

4.5 

（-0.4） 

4.5 

（-0.2） 
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・彩のかがやき 

 加須市芋茎前田 加須市上種足 加須市中種足 加須市日出安新道上 

予測値① 

7/7 実測 

3.6～4.5 

4.1 

3.6～4.5 

4.1 

3.6～4.5 

4.3 

3.6～4.5 

3.7 

実測値① 

7/22 

3.5 

（-0.6） 

3.5 

（-0.6） 

3.3 

（-1.0） 

3.0 

（-0.7） 

予測値② 

8/5 実測 

3.6～4.5 

4.1 

3.6～4.5 

4.2 

3.6～4.5 

4.2 

3.6～4.5 

4.2 

実測値② 

8/8 

4.2 

（+0.1） 

4.1 

（-0.1） 

4.2 

（0.0） 

4.2 

（0.0） 

・予測結果は、コシヒカリでは予測値と実測値で+0.2～-0.4 の誤差、

彩のかがやきでは-0.6～-1.0 の誤差となった。 

・平成 27 年度と比較すると栽培条件の統一化と地上からの補正により

予測精度は向上した。 

○高温障害予測 

 コシヒカリ 

加須市駒場 

コシヒカリ 

加須市柳生 

彩のかがやき 

加須市芋茎前田 

彩のかがやき 

加須市上種足 

胴割粒予測値 0.0% 0.0% 15.1% 15.9% 

胴割粒実測  0.6%  2.2%   0.2% 0.0% 

乳白粒予測 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

乳白粒実測  2.5%  2.3%  5.3%  1.6% 

検査等級 １等 １等 １等 １等 

・コシヒカリは胴割粒、乳白粒とも予測では無し、実測ではごく軽微

であった。 

・彩のかがやきは胴割粒の発生が予測されたが、実測では発生は無か

ったことから、彩のかがやきに合わせた予測モデルが必要である。 

後の課題 ○葉色予測、高温障害予測については、コシヒカリは予測精度が向上

したが、彩のかがやきは予測精度にばらつきが見られたことから、主

要奨励品種ごとのモデルを開発する必要がある。 

○近赤外線カメラ画像の測定値をデジタルカメラの測定値で代替える

など、測定の技術平準化が図られないか検討する。 

○近赤外線カメラ画像の測定値に当たっては、短時間で複数のほ場が

撮影できるよう、ドローンの活用を検討する。 
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平成２８年度気候変動適応産地づくり支援事業（水稲） 

に係る現地技術実証調査報告書 

 

表題 衛星データ等を活用した水稲の高温障害対策の実証 

 

１ 実証の背景とねらい 

平成２２年夏の異常高温により、県産ブランド米「彩のかがやき」を中心に白未熟粒

による規格外米が大量に発生し、甚大な被害が生じた。 

県のうるち米の検査結果は、１等 24.5%、２等 16.5%、3 等 19.1%、規格外 39.9%であ

り、彩のかがやきでは、１等 0.2%、２等 2.5%、３等 20.0%、規格外 77.3%であった。 

  そこで、埼玉県農業災害対策特別措置条例に基づき特別災害に指定し、県と市町と共

同し、種子代等の助成措置を行った。 

また、農林総合研究センターと農林振興センターで現地事例から品質低下の要因解析

を行い、平成 23 年度から普及指導員が肥料等の資材や水管理の技術実証、品種や作期

の変更等の現地実証試験を実施している。この実証結果を踏まえ、次年度以降の栽培指

針改定の基礎資料としている。 

  しかし、毎年、温暖化に伴う夏期の高温により水稲の品質低下が懸念されている。 

そこで、いつでも、どこでも、誰でも使える衛星データ等を活用した技術を基に、気

象変動に強い米の産地づくりを推進する。 

 

２ 実証課題名 

  衛星データ等を活用した水稲の高温障害対策の実証 

 

３ 実証結果 

（１）担当者 

   埼玉県農林部農業支援課普及活動担当     主幹   野口 雄一郎 

   埼玉県加須農林振興センター農業支援部    担当部長 重松 統 

   埼玉県農業技術研究センター農業革新支援担当 担当部長 山本 和雄 

 

（２）実施地域 

   埼玉県加須市 

 

（３）目 的 

   衛星データ等を活用し、いち早く水稲の高温障害を予測することにより、追肥（穂

肥）の実施や水管理による対策を実施し、水稲の品質低下を防ぎ、１等米比率を向上

させる。 

   また、平成 27 年度の調査結果を基に、コシヒカリ、彩のかがやきの葉色や高温障害

発生を予測する精度を上げる。 
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（４）耕種概要 

  ア 品   種 コシヒカリ、彩のかがやき  

  イ 田 植 日 コシヒカリ（早期栽培）  4 月 18 日・20 日・25 日・29 日 

          彩のかがやき（普通栽培） 5 月 21 日・26 日・28 日 

 

（５）導入した技術の概要 

  ア 会 社 名 株式会社ビジョンテック 

  イ システム名 AgriLook（アグリルック） 

  ウ 検証内容 

  （ア）葉色予測 

     人工衛星からのリモートセンシング技術により取得した画像により葉色を予測

する。 

 
  （イ）高温障害発生予測 

     気象メッシュデータ等により胴割粒・乳白粒の発生を予測する。 

  エ 調査ほ場の概要 

ほ場番号 ほ場位置 品種 田植日 

１ 加須市駒場 コシヒカリ 4/20 

２ 加須市伊賀袋 コシヒカリ 4/29 

３ 加須市麦倉 コシヒカリ 4/18 

４ 加須市柳生 コシヒカリ 4/25 

５ 加須市芋茎前田 彩のかがやき 5/28 

６ 加須市上種足 彩のかがやき 5/26 

７ 加須市中種足 彩のかがやき 5/26 

８ 加須市日出安新道上 彩のかがやき 5/21 
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（単位：㎏/10a） 

ほ場

番号 

基肥 施肥量 Ｎ成分量 

１ まかせな彩コシスーパー（90 日タイ

プ） 

45 6.8 

２ 有機アグレット 637 42 2.5 

３ 有機アグレット 637 

コシスーパーキング（110 日タイプ）

40 

30 

6.9 

４ コシスーパーキング（110 日タイプ） 37 5.6 

５ 塩化燐安１号 50 7.0 

６ ほくさい流早植（70 日タイプ） 50 9.5 

７ 塩化燐安１号 50 7.0 

８ 有機アグレット 637 60 3.6 

                                 （単位：㎏/10a） 

ほ場

番号 

穂肥 施肥量 Ｎ成分量 施用日 出穂日 

１ 14-14-14 ８ 1.1 7/上 7/17 

２ 施用無し － － － 7/18 

３ 施用無し － － － 7/18 

４ ＢＢポンタ ４ 0.8 7/5 7/18 

５ ＮＫ－Ｃ６号 

ＮＫ－Ｃ６号 

15 

10 

2.5 

1.7 

7/23 

7/31 

8/19 

６ みのり化成 535 10 1.5 8/3 8/19 

７ ＮＫ－Ｃ６号 

ＮＫ－Ｃ６号 

15 

10 

2.5 

1.7 

7/25 

8/3 

8/19 

８ 施用無し － － － 8/19 
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オ 調査結果 

  （ア）葉色予測 

     ①コシヒカリ・葉色予測のスケジュール 

月日 実施事項 備考 

6/27 葉色版目視値等による実測調査 カラースケール（水稲用）、SPAD502、

マルチスペクトルカメラ、デジタル

カメラ 

6/27,28 人工衛星による実測（NDVI） MODIS、Landsat による撮影 

（解像度 30-250ｍ、赤・近赤外） 

6/30 人工衛星からのデータ取得  

6/30 画像解析 マルチスペクトルカメラ、デジタル

カメラ、SPAD502 データによる補正

7/1 7/7 時点の葉色予測 観測データから変化率を算出し、葉

色を予測 

7/7 葉色版目視値等による実測調査 カラースケール（水稲用）、SPAD502、

マルチスペクトルカメラ、デジタル

カメラ 

 

     ②コシヒカリ・葉色予測の結果 

（人工衛星による撮影から実測 10 日後の穂肥診断時期の葉色を予測） 

ほ場番号 ① ② ③ ④ 

予測値 

(6/27 実測値) 

3.6～4.5 

3.3 

3.6～4.5 

4.3 

4.6～5.5 

4.9 

4.6～5.5 

4.7 

実測値 

(7/7) 

3.5 

（+0.2） 

4.0 

（-0.3） 

4.5 

（-0.4） 

4.5 

（-0.2） 

                         ※カラースケール（水稲用）の値 

     ③彩のかがやき葉色予測スケジュール（１回目） 

月日 実施事項 備考 

7/7 葉色版目視値等による実測調査 カラースケール（水稲用）、

SPAD502、マルチスペクトルカメ

ラ、デジタルカメラ 

7/7 人工衛星による実測（NDVI） SPOT-6,Landsat による撮影 

（解像度 6m-30m、赤・近赤外） 

7/13 人工衛星からのデータ取得  

7/14 画像解析 マルチスペクトルカメラ、デジタ

ルカメラ、SPAD502 データによる

補正 

7/15 7/22 時点の葉色予測 観測データから変化率を算出し、

葉色を予測 

7/22 葉色版目視値等による実測調査 カラースケール（水稲用）、

SPAD502、マルチスペクトルカメ

ラ、デジタルカメラ 
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     ④彩のかがやき葉色予測スケジュール（２回目） 

月日 実施事項 備考 

8/5 葉色版目視値等による実測調査 カラースケール（水稲用）、

SPAD502、マルチスペクトルカメ

ラ、デジタルカメラ 

8/5,8 人工衛星による実測（NDVI） MODIS、Landsat による撮影 

（解像度 30-250ｍ、赤・近赤外）

8/8 人工衛星からのデータ取得  

8/9 画像解析 マルチスペクトルカメラ、デジタ

ルカメラ、SPAD502 データによる

補正 

8/10 8/8 時点の葉色予測 観測データから変化率を算出し、

葉色を予測 

8/8 葉色版目視値等による実測調査 カラースケール（水稲用）、

SPAD502、マルチスペクトルカメ

ラ、デジタルカメラ 

 

 

 

 

     ⑤彩のかがやき・葉色予測の結果 

（人工衛星による撮影から 15 日後及び 5 日後の穂肥診断時期の葉色を予測） 

 ほ場番号 ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

 

穂肥

診断 

予測値① 

(7/7 実測値) 

3.6～4.5 

4.1 

3.6～4.5 

4.1 

3.6～4.5 

4.3 

3.6～4.5 

3.7 

実測値① 

(7/22) 

3.5 

（-0.6） 

3.5 

（-0.6） 

3.3 

（-1.0） 

3.0 

（-0.7） 

追加

穂肥

診断 

予測値② 

(8/5 実測値) 

3.6～4.5 

4.1 

3.6～4.5 

4.2 

3.6～4.5 

4.2 

3.6～4.5 

4.2 

実測値② 

(8/8) 

4.2 

（+0.1） 

4.1 

（-0.1） 

4.2 

（0.0） 

4.2 

（0.0） 

※カラースケール（水稲用）の値 

  （イ）高温障害予測 

ほ場番号 ① ② ③ ④ 

胴割粒 予測 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 

実測 0.6％ 1.7％ 1.6％ 2.2％ 

乳白粒 予測 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 

実測 2.5％ 2.5％ 2.3％ 2.5％ 

検査等級 １等 １等 １等 １等 
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ほ場番号 ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

胴割粒 予測 15.1％ 15.9％ 14.9％ 11.7％ 

実測 0.2％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 

乳白粒 予測 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.8％ 

実測 5.3％ 1.6％ 2.1％ 2.9％ 

検査等級 １等 １等 １等 １等 

                     ※高温障害予測は出穂日時点で予測を実施 

 

４ 考察 

（１）葉色予測 

   ４月下旬から５月上旬植えのコシヒカリは出穂前後が梅雨明け後の安定的な好天時

期となることから高温となるリスクが高く、たびたび品質低下が見られている。また、

埼玉県産米の主力である５月中下旬植えの彩のかがやきは出穂期～登熟前期に最も気

温の高い時期に遭遇することから高温障害のリスクが高く、品質の安定化が求められ

ている。 

そこで、平成 28 年度は、コシヒカリ、彩のかがやきの幼穂形成期に合わせた、葉

色予測の実証を行った。 

葉色予測に当たっては、衛星から取得した画像と気象メッシュデータに加え、葉色

版（カラースケール 水稲用 富士平工業）目視値による実測調査時に、マルチスペク

トルカメラ（ADC3 TETRACAM）とデジタルカメラ(DCM-FX01 Panasonic)で葉色を撮影し、

画像解析時に解析ソフト（VegEx ビジョンテック）等で補正を行った。 

予測結果は、コシヒカリでは予測値と実測値で+0.2～-0.4 の誤差、彩のかがやきで

は、気象要因等により予測値と実測値で-0.6～-1.0 の誤差が見られたが、葉色予測の

精度は、平成 27 年度と比較して向上した。 

この予測精度の向上には、２か年の生育調査の結果による地域・品種別の予測モデ

ルやマルチスペクトルカメラ等による補正を行ったことも大きいと考える。 

近年、度重なる異常気象に伴う水稲の品質低下を受け、コシヒカリでは、従来から

食味向上と倒伏対策として施肥量の減少や、肥効の短い基肥一発肥料が定着していた。

しかし、高温障害対策として基肥一発体系においても田植後の生育と気象予測を見な

がら穂肥を施用する体系や、肥効期間が１０日程度長い肥料を使用するなど生育後半

への肥効の必要性が認識されるなど「しっかりと追肥をする」施肥環境に変化が見ら

れ始めた。また、彩のかがやきでは穂肥の重要性の認識が定着し、基肥一発肥料にお

いても田植え後の生育と気象予測を見ながら穂肥を施用するとともに、基肥＋穂肥２

回の施用が定着してきた。 

そのため、基肥一発肥料施用においても、本技術は活用されるものと考える。 

 

（２）高温障害予測 

   高温障害予測は、気象メッシュデータ（出穂後日数、最高・最低気温等）と、「水稲

の登熟期の高温によって発生する白未熟粒、充実不足及び粒重低下（森田敏）（初期バ
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ージョン）」に基づき、予測を行った。 

   予測結果は、コシヒカリでは胴割粒、乳白粒の予測値で発生無しとの予測であった。 

実測値では胴割粒比で 0.6％～2.2％の発生、乳白粒比で 2.3％～2.5％の発生は見られ

たが、軽度の胴割れで農産物検査時に被害粒としてカウントされるレベルでは無かっ

た。このため、平成 27 年度より予測誤差は縮小した。 

   彩のかがやきでは胴割粒で 11.7～15.9 発生が予測されたが、実際には発生はほぼ見

られなかった。乳白粒は 0.0～0.8 とほぼ乳白粒の発生無しとの予測であり、乳白粒は

予測精度が向上した。 

   彩のかがやきの胴割粒の予測は、コシヒカリの予測モデルを使用していることから、

誤差が生じたと考えられる。そのため、予測精度の向上のためには彩のかがやきに合

わせた胴割粒発生の予測モデルが必要と考えられる。 

 

（３）気候変動に強い米作り産地の育成 

   人工衛星を利用したリモートセンシング技術は、短時間で広範囲を同一条件で診断

できるという利点を持っている。また、葉色予測結果を基に、追肥（穂肥）施用の可

否を判断することができると、高温障害による白未熟粒の発生等を軽減することがで

きる。 

今回の実証試験では、人工衛星を利用したリモートセンシング技術を活用した水稲

の葉色診断は、人工衛星からのデータ取得２～３日後に、撮影から１０～１５日後の

葉色を予測することができた。この時期に葉色の予測ができると、農業者への情報提

供に余裕ができ、適期に高温障害回避対策を実施できる可能性が高まる。 

このため、気候変動適応産地づくり支援事業では、人工衛星を利用したリモートセ

ンシング技術による水稲の葉色予測、予測結果を基にした追肥（穂肥）の判断と農業

者への情報伝達期間の確保という情報の取得―予測―伝達の一連のシステムが実証で

きたことにより、気象変動に強い米の産地づくりを担う基礎を構築することができた。  

 

（４）今後の課題 

彩のかがやきの葉色予測では、コシヒカリと比較すると予測精度にバラツキがある

ことから、品種別予測モデルに気象予測を含む気象メッシュを組み込むなどデータを

積み上げ精度を向上させる必要がある。 

高温障害予測では、コシヒカリの予測精度は向上しているが、彩のかがやきでは、

胴割れ予測の精度に改善の余地があり、彩のかがやきの高温障害予測モデルを構築す

るなど、主要奨励品種ごとのモデルを開発する必要がある。 

今後も異常気象による水稲の品質低下が懸念されることから、高温等の気象変動に

強い品種の導入を含めて、農業者に対して栽培技術情報の提供と、高温が懸念される

場合の緊急的な情報伝達手法を検討していく必要がある。 

 

５ 平成 28 年度の気象概況（熊谷気象台） 

（１）気温 

   平均気温は、低気圧の影響で曇雨天の多かった７月下旬と、台風が接近した８月下
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旬を除き、４月上旬～１０月下旬まで平年並みから高く推移した。特に５月は上旬で

平年より 2.5 度、下旬で２度程度高く、月平均で平年より 1.9 度とかなり高かった。

また、９月も上旬で平年より 1.9 度、下旬で 2.4 度高く、月平均で平年より 1.5 度と

かなり高かった。 

 

（２）降水量 

   降水量は、低気圧や前線の影響で雨の多かった４月下旬と６月中旬を除き、４月上

旬～８月中旬までは平年並から少なく推移した。特に６月上旬と７月上旬の降水量は

平年比で 10％以下となり、かなり少なかった。８月下旬は台風９号と 10 号が接近し

た影響で、旬合計降水量が 300 ㎜を超え、平年に比べてかなり多くなった。９月中旬

は台風 16 号や停滞した前線の影響で平年より多かったが、下旬は平年より少なく、月

号合計では平年並となった。 

 

（３）日照時間 

   日照時間は、４月上旬は平年に比べかなり少なかったが、月平均では平年並であっ

た。５月以降は、低気圧や前線の影響で曇雨天の多かった７月下旬と８月中旬を除き、

５月上旬～９月上旬まで、平年並～多く推移した。９月中旬～１０月上旬までは本州

付近に停滞した前線の影響で曇雨天の日が多く、平年より少なく推移した。特に９月

中旬は平年比 22％となり、かなり少なかった。 

 

 

熊谷気象台における年度別気温（H22･H27･H28･平年値） 
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埼玉県水稲気候変動適応方針 
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埼玉県加須地域における水稲の気候変動適応方針 

 

協議会名 加須地域水稲温暖化産地会議 

（事業実施期間：平成 27 年度～28 年度） 

１ 気候変動適応方針の基本的考え方 

（１）気候変動による地域農業に影響をもたらしている事象への対処 

埼玉県では平成２２年夏の異常な高温により、県産ブランド米「彩のかがやき」を

中心に白未熟粒による規格外米が大量に発生し、甚大な被害が生じた。 

県のうるち米の検査結果は、１等 24.5%、２等 16.5%、3 等 19.1%、規格外 39.9%で

あり、彩のかがやきでは、１等 0.2%、２等 2.5%、３等 20.0%、規格外 77.3%であった。 

   この事態を受け、県では埼玉県農業災害対策特別措置条例に基づき特別災害に指定

し、特別災害の対象市町は 34 市町で、被害面積は 8,467ha、被害金額約 30 億円であ

った。県は市町と共同し、次期作用の種子及び肥料の購入費を補助するなどの助成措

置を行った。 

   また、平成 25 年度からは「水稲高温対策特別普及活動事業」として、水稲高温障害

対策技術の効果を確認し普及に移すため、肥料、土壌改良資材等の効果、水管理の改

善、品種の転換、作期の移動等の現地での実証している。この実証の成果を踏まえ、

次年度以降の栽培指針作成の基礎としている。 

   しかし、近年の温暖化に伴い夏の異常な高温やゲリラ豪雨、突風等の気象災害が頻

発していることから、ＩＣＴ技術を活用し、気候変動に対して速やかな技術対策を実

施する。 

 

（２）地域として推進すべき気候変動適応策の理念 

市、ＪＡ等の関係機関と連携し、水稲の品質向上を目指し、次の技術対策に取り組

むものとする。 

  ①気象情報を活用した出穂後 20 日間の平均気温度が 27℃を超えると白未熟粒が増加

することから、葉色診断に基づく適期・適量の穂肥の施用を実施する。 

②出穂 15～10 日前に葉色が４を下回った場合には穂肥の施用を実施する。 

  ③穂肥施用時期から出穂後７日までは湛水状態を保ち、それ以降は間断かん水を行い

根の活力維持に努める。 

  ④高温障害に強い「彩のきずな」や新品種を導入し高温障害耐性を高める。 

   気候変動に対応し、基本技術を励行することにより、水稲の品質を向上させ、気候

変動に強い米づくり産地を育成する。 

 

（３）不確実性を伴う気候変動に臨機に対応しうるマネジメントの構築 

異常な高温や低温、集中豪雨等の異常な気象が予測された場合は、速やかにその情

報を産地会議内で共有するとともに、技術対策を行うよう農業者に周知する。 
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（４）適応計画の進捗管理、及び評価・検証 

産地会議において、水稲の高温対策の実施状況を報告するとともに、その評価を受

けるものとする。 

また、気候変動対策の実施に当たっては、埼玉県農林部農業支援課、埼玉県農業技

術研究センターと連携し、その効果の検証を行うものとする。 

 

（５）得られた気象データや知見の生産者へのフィードバック手段 

異常な気象データや高温対策の技術については、県のホームページやフェイスブッ

ク等に掲載するとともに、希望する農業者に対しは、水稲高温発生予測情報としてメ

ールにて配信する。 

 

（６）気候変動の将来予測を見極めた上で、地域として取り組むべき方針 

熊谷地方気象台によると、1897 年から 2013 年までの平均気温の上昇は 100 年に換

算すると 2.02℃となる。また、時間雨量 50 ㎜を超えるような集中豪雨の観測回数は、

この 10 年間で約 1.6 倍に増加している。 

   また、県東部の平野部は、都市化の進行によるヒートアイランド現象や、秩父山地

を越えて西風が吹き下ろすことで気温が上昇するフェーン現象などにより、夏の気温

が全国でも特に高くなる地域である。 

   このことから、水稲では白未熟粒の発生による品質の低下やツマグロヨコバイ等の

病害虫の発生などの影響が見られている。 

そこで、水稲の高温障害等を軽減するため、①気象データのモニタリング、②水稲

高温障害対策技術の実証・普及、③高温耐性品種の普及等を継続的に実施していく。 

 

２ 産地において確立すべき気候変動適応技術と具体的内容 

（１）高温に強い品種の実証・普及 

   高温に強い品種「彩のきずな」及び新品種の実証圃を設置し、生育及び品質等の調

査結果に基づき、「彩のきずな」及び新品種の技術確立及びその普及 

（２）高温技術対策の実証・普及 

   「彩のかがやき」の技術対策の実証圃を設置し、生育及び品質との調査結果を基づ

き、高温対策の技術及びその普及 

（３）高温に負けない栽培技術の励行 

『高温に負けない「彩のかがやき」栽培指針』基づき、農業者への技術指導を実施 

（４）リモートセンシング技術による生育予測の実証 

   人工衛星によるリモートセンシング技術を活用した水稲の葉色予測や高温障害情報

の実証 
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３ 気候変動適応産地づくりのための産地における取組体制 

   

 

 

   

 

    構成                           構成 

       ・農業支援課                      ・農業技術研究センター 

       ・農業技術研究センター       連携      農業革新支援担当 

       ・農林振興センター                  ・検討会議委員 

       ・ＪＡ 

 

 

                       指導・助言 

 

 

      構成 

           加須農林振興センター、行田市・加須市・羽生市、ＪＡほくさい 

           実証ほ設置農家、（株）ビジョンテック 

         ○異常な高温に対応した技術対策をまとめた「気候変動適応計画」を策定 

         ○気象データや生育予測情報、技術対策を農業者に周知する仕組みの確立 

         ○気候変動適応技術の検証・実証 

         ○成果の取りまとめ        

       

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討会議 

   

支援チーム 

埼玉県水稲温暖化適応技術会議 

加須地域水稲温暖化産地会議 

異常な高温などの気象現象の影響を回避するための 

技術を確立し、高品質な水稲産地の確立 

県内他産地への技術の普及 
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４ 普及すべき気候変動適応技術 

（１）気候変動適応技術名 

   衛星データ等を活用した水稲の高温障害対策 

 

（２）当該技術の効果及びその分析 

ア 水稲の高温障害を回避するため、衛星データおよび気象メッシュデータ等を活用

し、葉色予測や高温障害予測の実証を行った。 

  イ 平成 27 年度 

（ア） 葉色予測 

初年度として、衛星データ等を活用した当地域・推奨品種に適合する生育予測

モデルを生成するためのデータ収集を目的に、暫定モデルに基づく予測を行った。 

 その結果、暫定モデルでは実測値より高い値となる傾向を示した。 

 そのため、過年度による仮説・検証データの蓄積を行い、当地域・推奨品種に

おける独自の生育予測モデルを構築していく必要性が確認された。 

（イ）高温障害予測 

気象メッシュデータ（出穂後日数、最高・最低気温等）に基づき、推定され、

「水稲の登熟期の高温によって発生する白未熟粒、充実不足及び粒重低下（森田

敏）」に基づく初期バージョンを活用し予測した。 

 その結果、初期バージョンでは胴割粒の発生が多発することが予測されていた

が、実測では胴割粒の発生は見られなかった。また、乳白粒の発生が多発する可

能性がありと予測されたが、実測値や検査等級からは品質低下は確認できなかっ

た調査ほ場もあり、ほ場間による誤差が見られた。 

そのため、高温障害予測は、田植期や品種を考慮した独自の予測モデル構築の

必要性が確認された。 

  （ウ）食味（蛋白）の予測 

人工衛星によるリモートセンシングと食味関係実食値に基づき食味推定式によ

り算出され、調査ほ場周辺の食味推定値を暫定的に算出した。 

  ウ 平成 28 年度 

  （ア）葉色予測 

平成 27 年度に収集した実測データに基づき、当地域のコシヒカリ、彩のかがや

きに合わせた生育予測モデルを生成し、葉色予測を実施した。 

     その結果、コシヒカリは+0.2～-0.4 の誤差、彩のかがやきは-0.6～-1.0 の誤差

となった。 

平成 27 年度と比較して、予測精度が向上した。なお、更なる精度向上には過年

度データの蓄積と気象予測を考慮した気象メッシュによる生育予測モデルの調整

が必要である。 

  （イ）高温障害予測 

平成 27 年度に収集した実測データに基づき、当地域の障害予測モデルを生成し

て予測を行った結果、コシヒカリでは、胴割粒、乳白粒の予測、実測とも発生は

しなかった。 
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     彩のかがやきの胴割予測はコシヒカリの予測モデルを用いたため、胴割粒の発

生が予測されたが、実測では発生はしなかった。また、乳白粒予測は彩のかがや

きの予測モデルを生成して予測を行った結果、予測、実測とも発生は無かった。 

     今後、当地域における彩のかがやきに合わせた胴割予測モデルの構築が必要で

ある。 

 

エ 気候変動に強い米作り産地の育成 

    人工衛星を利用したリモートセンシング技術は、短時間で広範囲を同一条件で診

断できるという利点を持っている。 

このため、人工衛星を利用したリモートセンシング技術を利用した水稲の葉色診

断は、人工衛星からのデータ取得２～３日後には葉色が予測される。 

葉色予測結果を基に、追肥（穂肥）施用するかの判断することができ、白未熟粒

の発生等による高温障害を回避できる。 

本事業での実証は、人工衛星を利用したリモートセンシング技術による水稲の葉

色予測、予測結果を基にした追肥（穂肥）の判断と農業者への情報伝達期間の確保

という情報の取得―予測―伝達の一連のシステムが実証できたことから、気象変動

に強い米の産地づくりを担う基礎を構築することができた。  

 

５ 気候変動適応技術の導入に伴う品質・収量等の改善の見通し 

（１）県内における当該気候変動に伴う被害程度の年比較 

年産  １等 ２等 ３等 規格外 

平成 22 年産 埼玉県 

彩のかがやき 

24.5% 

 0.2% 

16.5% 

 2.5% 

19.1% 

20.0% 

39.9% 

77.3% 

平成 25 年産 埼玉県 

彩のかがやき 

66.5% 

71.1% 

27.3% 

22.8% 

5.6% 

5.5% 

0.7% 

0.6% 

平成 26 年産 埼玉県 

彩のかがやき 

80.2% 

92.6% 

18.0% 

6.6% 

1.5% 

0.6% 

0.2% 

0.1% 

平成 27 年産 埼玉県 

彩のかがやき 

66.2% 

89.3% 

29.4% 

10.1% 

4.0% 

0.4% 

0.4% 

0.3% 

平成 28 年産 埼玉県 

彩のかがやき 

86.5% 

96.7% 

12.5% 

 3.0% 

0.8% 

0.2% 

0.1% 

0.1% 

                   ※平成 28 年産は、平成 28 年 12 月 31 日速報値 

６ その他 

（１）異常な高温に対する技術対策 

   近年、４月下旬から５月上旬植えのコシヒカリは、出穂前後が高温期となり、品質

が低下している。また、埼玉県の主力品種である５月下旬植えの彩のかがやきの品質

を安定することが求められている。 

   今後も、栽培指針に基づき、農業者への技術指導を実施していく。 
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埼玉県（参考資料） 
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平成２８年６月１４日 

埼 玉 県 農 林 部 

 

 

 

 

 

 

 

作  型 技   術   対   策 

早 期 栽 培 

（～５月上旬植え） 

１ 中干し後、水持ちが悪くなりやすいほ場では、軽めの中干しとする。 

２ 中干し後、出穂期前７日までは、間断潅水を徹底する。 

早 植 栽 培 

（５ 月中 下旬 植え） 

１ 有効分げつが決まるまで（田植え後５週間程度）は浅水で管理する。 

２ 有効分げつが決まったら速やかに中干しを開始する。 

３ 中干し後、水持ちが悪くなりやすいほ場では、軽めの中干しとする。 

４ 中干し後、出穂期前７日までは、間断潅水を徹底する。 

普 通 栽 培 

（６月上中旬植え） 

１ 代かきは田からあふれるほどの無駄な入水をせず、ヒタヒタ程度とし丁

寧に行う。 

２ 用水不足で代かきが実施できず、田植えが遅れる場合は、次の苗管理

を実施する。 

① 肥切れの場合は、苗箱あたり窒素成分で 0.5g程度の追肥を行う。 

② 伸びすぎの恐れのある場合、葉がよれない程度に灌水を控える。 

３ 田植え後の除草剤処理では、深さ 5cm の湛水とし、水尻をしっかりと止

めて漏水を防ぐ。処理後１週間を目標にそのままの状態を維持し、途中、

水が切れ田面がでるような時だけ静かに補給する。 

麦あと栽培 

（６月下旬植え以降） 

１ 畦畔、水尻からの漏水を抑えるため、補修・点検を行う。 

２ 代かきは田からあふれるほどの無駄な入水をせず、ヒタヒタ程度とし丁

寧に行う。 

３ 用水不足で代かきが実施できず、田植えが遅れる場合は、次の苗管理

を実施する。 

① 肥切れの場合は、苗箱あたり窒素成分で 0.5g程度の追肥を行う。 

② 伸びすぎの恐れのある場合、葉がよれない程度に灌水を控える。 

③ 苗箱を置く間隔を広げて風通しを良くするなど、高温障害の発生防止

に努める。 

４ 田植え後の除草剤処理では、深さ 5cm の湛水とし、水尻をしっかりと止

めて漏水を防ぐ。処理後１週間を目標にそのままの状態を維持し、途中、

水が切れ田面がでるような時だけ静かに補給する。 

詳しくは、農林振興センター農業支援部に御相談ください。 

利利利根根根川川川水水水系系系取取取水水水制制制限限限ににに伴伴伴ううう水水水稲稲稲ののの技技技術術術対対対策策策にににつつついいいててて   
 

 利根川上流８ダムの貯水量は平年に比べ非常に少ない状況となっており、利根川水

系では、６月１６日から 10％の取水制限が実施されます。 

 これに伴う水稲の技術対策資料を作成しましたので、参考にしてください。 

 なお、今後とも技術対策資料を提供しますので、気象情報等に注意してくだ

さい。 
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少雨に対する農作物等管理技術対策について 
 

平 成 ２ ８ 年 ６ 月 ８ 日 

埼 玉 県 農 林 部 

 

  関東地方は６月５日ごろに梅雨入りしたとのことですが、利根川上流地域の降

水量が少なく、利根川水系では水不足が懸念されます。 

 少雨対策として以下の農作物技術対策資料を作成しましたので、参考にしてく

ださい。 

 なお、今後とも技術対策資料を提供しますので、気象情報等に注意してくださ

い。 

 

水 稲 

１ これから田植え準備に入るところでは、畦畔、水尻からの漏水を抑えるため、

補修・点検を行う。 

２ 代かきは田からあふれるほどの無駄な入水をせず、ヒタヒタ程度とし丁寧に

行う。 

３ 田植え後の除草剤処理では、深さ５cm の湛水とし、水尻をしっかりと止めて

漏水を防ぐ。処理後１週間を目標にそのままの状態を維持し、途中、水が切れ

田面がでるような時だけ静かに補給する。 

４ 有効分げつが決まるまで（４月下旬から５月上旬植えで田植え後６週間程度、

５月中旬から下旬植えで田植え後５週間程度）は浅水で管理する。 

５ 有効分げつが決まったら速やかに中干しを開始する。 

６ 用水不足で代かきが実施できず、田植えが遅れる場合は、次の苗管理を実施

する。 

① 肥切れの場合は、苗箱あたり窒素成分で 0.5ｇ程度の追肥を行う。 

② 伸びすぎの恐れのある場合、葉がよれない程度に灌水を控える。 

７ イネ苗の高温障害が散見されるので、風通しを良くするなど適正な育苗

管理に心がける。 

 

各作物共通 

 高温乾燥条件下で発生しやすいハダニ類、アブラムシ類、アザミウマ類等の早

期発見に努め、的確な防除を行う。 

◎農薬はラベルに記載されている適用作物、使用時期、使用方法等を十分確認の

上、最終有効年月までに使用してください。農薬の最新情報については、農産

物安全課のホームページでご確認ください。 

http://www.pref.saitama.lg.jp/a0907/nb/arfdnouyakutourokuhenkou.html 
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葉 色 の 低 下 は 高 温 障 害 の 危 険 信 号 ！

平 成 ２ ８ 年 ７ 月 ２ ８ 日
埼 玉 県 農 林 部
Ｊ Ａ グ ル ー プ さ い た ま

８月以降は高温の予報が発表されています。
出穂後20日間の平均気温が27℃を超えると、白未熟粒（乳白粒、背白粒、基部未熟粒）

の発生が増加します。高温障害軽減ため、以下の対策を必ず実施しましょう。
水不足が心配されますので、農業用水は有効に使いましょう。

１ 適正な穂肥の実施

穂肥施用時の葉色を葉色板で「４」以上に保つことが最も重要です。
１回目の穂肥を施用した場合でも、出穂１０日前に葉色を確認し、葉色が「４」以下の場合には２

回目の穂肥を施用しましょう。（Ｎ成分で２kg/10a、基肥一発施肥の場合は１kg/10aを上限）

「彩のかがやき」の穂肥施用時期の目安

※出穂期は気象条件によって２日程度前後することがあります。

作型 移植時期
葉色確認・穂肥施用時期

出穂予想時期
１回目 ２回目

早植え
５月２０日 ７月２１日頃 ８月 ２日頃 ８月１２日～８月１４日

５月２５日 ７月２３日頃 ８月 ４日頃 ８月１４日～８月１６日

普通

６月 １日 ７月２４日頃 ８月 ６日頃 ８月１６日～８月１８日

６月 ５日 ７月２５日頃 ８月 ８日頃 ８月１８日～８月２０日

６月１０日 ７月２６日頃 ８月１０日頃 ８月２０日～８月２１日

６月１５日 ７月２８日頃 ８月１２日頃 ８月２２日～８月２３日

６月２０日 ７月３０日頃 ８月１４日頃 ８月２４日～８月２５日

こまめな水分補給と朝夕の涼しい時間での作業をこころがけ、熱中症を予防しましょう！

２ 水管理
出穂後７日以降は間断潅水とし、湛水と断水を３～４日ごとに切り替え、根を健全に保ちます。

土壌にひびが入るような強い断水は根にダメージを与えるので避けてください。
早期落水は品質低下を招くので、出穂後３０日間は土壌水分を保ちましょう。
収穫の１０～１４日前は、落水後も気温が高い場合や乾燥した風が吹く場合には、一時的に入水

をしてください。

３ 適期収穫
気温の高い年は、栽培基準の積算気温より登熟が早く進行するので、帯緑色籾歩合を目安に２

～３日早刈りするように心掛けましょう。
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平 成 ２ ８ 年 ８ 月 １ ０ 日
埼 玉 県 農 林 部
Ｊ Ａ グ ル ー プ さ い た ま

８月４日気象庁発表の1か月予報によると、向こう１か月は晴れの日が多く、平均気温は高
い見込みです。

気温が高いと水稲の登熟が早く進行し、刈り遅れによる品質低下が懸念されますので、以
下の対策を必ず実施しましょう。

なお、利根川水系は取水制限を継続中です。用水は有効に活用しましょう。

こまめな水分補給と朝夕の涼しい時間での作業を心掛け、
熱中症を予防しましょう！

１ 水稲の生育状況

２ 今後の技術対策

（１） 水管理

（２） 適期刈取り

埼
玉
県
マ
ス
コ
ッ
ト

「
さ
い
た
ま
っ
ち
」

作 型 生 育 状 況

早期栽培
（４月下旬～５月上旬植え）

出穂は平年より３～５日早まりました。
中早生種では登熟中期～後期を迎えています。
刈り遅れしないように注意してください。

早植栽培
（５月中下旬植え）

出穂は概ね平年並みです。
中早生品種では穂揃い期～登熟中期、晩生種では出穂期を迎えています。
適正な水管理により、幼穂の保護と根の活力維持に努めてください。

普通栽培
（６月植え）

これから出穂期を迎えますが、概ね平年並みの出穂が予想されています。
適正な水管理により、幼穂の保護と根の活力維持に努めてください。

 出穂後２０日間が高温による白未熟粒発生の危険時期です。

 出穂期前後１週間は幼穂保護のため、深水管理とします。その後は間断潅水を行い、根
の活力維持に努めてください。

 間断潅水は３～４日おきに入落水を繰り返します。水はけの悪いほ場では、排水口を開
けて強制的に落水し、２～３日田面を露出させましょう。

 早期落水は、品質低下を助長します。落水は極力出穂３０日経過してから行いましょう。

 刈り遅れは胴割米や茶米の発生が
増加し、品質を低下させます。

 高温条件下での登熟は、刈取適期
が前進するので、帯緑籾歩合を目安
に、２～３日早刈りするよう心掛けま
しょう。

 「彩のかがやき」は、穂基部の緑色
が抜けにくいので注意しましょう。

※ 中早生種 ： コシヒカリ、キヌヒカリ、彩のきずな
晩 生 種 ： 彩のかがやき

品種名 帯緑籾歩合

コシヒカリ 15～10％

キヌヒカリ 35～15％

彩のきずな 早植 50～10％

普植 40～15％

彩のかがやき 早植 90～45％

普植 55～25％わずかでも緑色が残ってい
る籾を帯緑籾といいます。
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今後の水稲の管理について 
                             平成２８年７月 

                             加須農林振興センター 

１ 今年の生育状況 

５月上旬から６月５日（平年より３日早い）の梅雨入りにかけて、気温が平年より約

１～２℃高く経過し、降水量はかなり少なく推移しました。梅雨入り以降も気温は高く、

６月中旬を除いて平年よりも降水量は少なくなっています。 

このため、早期・早植栽培は平年並みからやや進んでおり、普通栽培では平年並みの

生育となっています。加須市駒場の早期コシヒカリでは出穂が平年よりも早まっていま

す。 

   生育診断ほ（加須市駒場） 

（早期、コシヒカリ） 

埼玉県農業技術研究センター 

（早植、彩のかがやき） 

草丈(㎝) 茎数(本/株) 葉齢(枚) 草丈(㎝) 茎数(本/株)  葉齢(枚)

 本年 78.4 37.5 12.0 67.2 26.5 10.8 

 平年 69.8 35.6 11.5 70.8 26.8 10.9 

 備考 4/20植、田植後70日調査（6/29） 5/20植、田植後50日調査 

（本年は7/8、平年は7/11に調査） 

 

２ 穂肥の施用 

  穂肥は、分化した籾の退化を防ぎ１穂の籾数を確保するとともに、葉の光合成能力を  

 維持増進させるために施用します。 

  品種によって、施用時期や施用量が異なるので注意しましょう。 

 

（１）彩のかがやき 

 ①早植栽培（５月末まで） 出穂前22～23日（幼穂長1～2mm） 

 ②普通栽培（６月植え）  出穂前25日頃（幼穂長0.5～1mm） 

 ※ 時期と量については別添資料を参照してください。 

 

【幼穂長と出穂前日数】         

  幼穂長 出穂前日数 外  形 

  ０.２mm ３０日 穂首の分化 

  １.０mm ２６日 ２次枝梗分化 

  １.５mm ２４日 えい花分化 

  １.８mm ２３日  

  ２.０mm ２０日 おしべ・めしべ分化 

 ８～１５mm １８日 止葉出始め 

     ８㎝ １２日 減数分裂期 

      １９㎝  ６日 穂ばらみ始め 
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【幼穂長の測り方】 

 

（２）彩のきずな 

移植時期 施用時期 幼穂長 
葉色 

（群落）

ﾖｰﾄﾞｶﾘ 

反応 

施用窒素量 

(10a当たり)

早植栽培 

(5月植) 

出穂前25～23日 0.5～1.8mm 4.5以下 50％以上 3.0kg以内 

普通栽培 

(6月植) 

出穂前25日 0.5～1mm 4.5以下 50％以上 2.0kg以内 

 

☆穂肥施用時期の目安 

彩のかがやきより約１週間出穂が早い。出穂のバラつきが大きく、高温で早まるので注意！ 

移植時期 穂肥施用時期 出 穂 期 収 穫 期 

５月１５日 ７月 ５日～１１日 ７月３１日～８月 ３日 ９月１０日～ 

５月２５日 ７月１０日～１６日 ８月 ４日～   ８日 ９月１４日～ 

６月 ５日 ７月１５日～１８日 ８月 ９日～  １２日 ９月１９日～ 

６月１５日 ７月１８日～２１日 ８月１２日～  １５日 ９月２２日～ 

６月２５日 ７月２２日～２５日 ８月１６日～  １９日 ９月２６日～ 

※加須農林振興センター平成２４年産～２６年産「彩のきずな」実証展示ほの成績から 

 

３ 水管理 

  根の活力を維持するような水管理を徹底しましょう。 

  ○ 中干し後～穂ばらみ期     ・・・  間断灌水 

  ○ 出穂前後の１４日間      ・・・  深水管理 

  ○ 出穂後７日～出穂後３０日   ・・・  間断灌水 

 間断潅水は一週間を１サイクルとし、３～４日ごとに湛水と断水を繰り返します。 

 完全落水は収穫１０日～２週間前とし、早期落水は絶対にさけましょう。 

 

 

 

 

 

 

湛水 湛水断水 

 １  ２  ３  ４  ５  ６  ７  ８  ９  １０日 
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収穫適期と適切な乾燥調製で良質・良食味米生産！ 
 

平成２８年８月２２日 加須農林振興センター 
 

１ 生育経過 

 本年は４月下旬から７月中旬まで高温に経過し、早期コシヒカリで４月２０日頃に田植をし

たもので、出穂は平年より５日程度早まりました。４月末から５月上旬に田植をしたものは、出

穂が４日程度早まりましたが、７月下旬からの曇雨天で気温が平年より低く、日照時間も少い時

期に遭遇したことから、出穂期間が長く、ばらつきました。 

 駒場地区に設置している生育診断ほ（４月２０日植コシヒカリ）の調査結果では、出穂期は７

月１７日で平年より５日早く、稈長はやや高め、穂数はやや多めとなっています。 
 

２ 収穫準備 

(1) コンバインや乾燥機等は、使用前に必ず「点検」と「清掃」を行

いましょう。また、乾燥調製施設内の掃除も大切です。 

(2) 土壌が軟弱な水田では、ほ場内に排水溝を切り、降雨等で収穫

が遅れないように配慮しましょう。 

 

３ 収穫適期の判断 

(1) コシヒカリの収穫適期は、出穂期からの日数と積算気温（９５０～１１５０℃）及び帯緑色籾割合

（１５～１０％）を基準に収穫の目安とします。 

(2)出穂期からの日数は、３６日前後が収穫開始の目安です。 

(3) 刈遅れは「胴割れ米」「茶米」が多くなってしまいます。主茎の帯緑色籾割合を確認し、刈

り遅れないようにしてください。 

 

○積算気温からみた収穫適期の目安（８月１６日現在） 

品種 田植時期 出穂期 収穫適期 滞緑色籾割合 

コシヒカリ 

４月１８日 ７月１６日 ８月２２日～８月２８日 

１５～１０％ ４月２７日 ７月２０日 ８月２５日～９月 １日 

４月３０日 ７月２４日 ８月３１日～９月 ７日 

※ 各地の「適期刈取旗」を参考にしてください。 
 

４ 乾燥・調製 

(1) 仕上がり籾水分は、１４．５～１５．０％を目標にします。急激な乾燥や過乾燥は、品質・食味

低下の原因となるので注意しましょう。 

(2) 籾すりは、乾燥後十分籾が冷えてから行いましょう。乾燥不十分では肌ずれ米が多くなりま

す。 

(3) ライスグレーダーの網目は、１．８mm 以上で調製します。粒厚１．８mm以上の米は粗タンパ

ク含量が低く、おいしいお米です。 
 

 近年、農作業事故が増加しています。作業は十分注意してください。  

埼玉県のマスコット「コバトン」 
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落
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収
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て
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に
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熟
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に
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で
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落
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０
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３
割
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度
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緑
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穂
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期
の
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安
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３
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２
２
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長
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２
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は
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マ
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２
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頃
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植
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Ａ
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植
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。
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収
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植
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葉
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追
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追
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追
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追
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追
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②
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②
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収
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湛
水

状
態

を
保

つ
。

〇
出

穂
後

7
日

以
降

は
間

断
か

ん
水

を
　

行
う

。
〇

間
断

か
ん

水
は

一
週

間
を

１
サ

イ
ク

　
ル

と
し

、
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湛
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落
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収
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が
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に
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、
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全
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が
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化
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て
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れ

と
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の

で
十
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る

。
〇
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に

高
温

時
に

は
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熟
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数

が
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に
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で
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３
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量

4
8
0
kg
/
1
0
a

栽
植

密
度

㎡
当

た
り

1
8
～
2
0
株

基
　
肥

窒
素

成
分

で
5
kg
/
1
0
a

穂
　
肥

窒
素

成
分

で
2
kg
/
1
0
a

移 植
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穂
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．
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リ
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時
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温
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０
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度
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月
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頃
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月
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月
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月
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月
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        【水稲の課題別現地技術実証調査要約】 

福井県 

表題 気象変動の影響を踏まえた農作物の被害回避・軽減対策技術の確立に関する現地技

術実証調査 

課題１ 微気象観測装置の設置による積算気温に基づいた適期刈取の実施による品質、食 

味向上効果の実証 

調査のねらい ・微気象観測装置の設置積算気温を基に適期刈取作業を実施し、米の外観

品質および食味向上効果を実証する。 

調査結果 ・ＲＦＩＤセンサータグとアメダスの気温は相関性が高く、これまでの試

験成果である適期刈取の積算気温指標が使用可能であることがわかった。

・稲作生育基準圃に設置したＲＦＩＤセンサータグと近隣代表地点に設置

した水田センサーの気温データの相関性が高く、インターネット経由でデ

ータ回収が容易にできる水田センサー気温データをＲＦＩＤセンサータグ

の気温データの代用とすることが可能であることがわかった。 

・県内各地の生育基準圃の適期刈取り日はこれまで行ってきた方法に比べ

最大で４日縮まり、地域ごとに刈取り診断を行うことが有効であることが

わかった。 

・刈り遅れにより未熟粒が多くなるため、整粒率や味度値が低下した。 

今後の課題 ・登熟期間の登熟気温等から、各地の適期田植え時期や病害虫発生予察に

使用できるかを検討する。 
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平成２８年度気候変動適応産地づくり支援事業に係る現地技術実証実施報告書 

 

 表 題  気象変動の影響を踏まえた農作物の被害回避・軽減対策技術の確立に関する

現地技術実証調査 

           福井県水田農業レベルアップ委員会 気候変動適応部会 

 

１ 実証の背景とねらい 

  米の産地間競争が激化する中、品質向上が課題の一つとなっている。福井県ではこれ

まで水稲の生育状況や栽培管理内容を載せた「稲作情報」を定期的にホームページにＵ

Ｐしたり、e 農メール（農作業情報や緊急気象情報等を伝達するメールマガジン）の登

録生産者に適期作業についてメールを配信することで、高品質米の生産向上を行ってき

た。     

今回取り組む現地技術実証調査においては、微気象観測装置を圃場に設置し、圃場ご

との積算気温に基づく、適期刈取り情報を生産者に提供することで、胴割粒等の発生を

軽減して、福井県産米の品質食味向上を図ることを目的とした。 

 

２ 実証課題名 

    課題１ 微気象観測装置の設置による積算気温に基づいた適期刈取の実施による

品質、食味向上効果の実証 

３ 実証結果 

  

課題１ 微気象観測装置の設置による積算気温に基づいた適期刈取の実施による品質、

食味向上効果の実証 

（１）担当者  

  福井県農業試験場企画・指導部高度営農支援課 山口泰弘  

（２）実施地域 

  県全域、出穂期や玄米品質調査圃場は以下のとおり 

  福井市砂子田、福井市上河北、福井市寺前、福井市真栗、永平寺町谷口、坂井市 

三国町楽円、坂井市坂井町折戸、坂井市丸岡町下久米田、坂井市春江町江留中、大 

野市富嶋、大野市上野、勝山市龍谷、鯖江市中川、越前市北、越前市山室、南越前 

町合波、越前町八田、越前町細野、美浜町興道寺、若狭町神谷、小浜市竹長、おお 

い町山田、坂井市坂井町上新庄、福井市寮町（農業試験場） 

（３）目的 

    微気象観測装置を圃場に設置することにより積算気温を測定し、これに基づく適

期刈取作業米の品質および食味向上効果を実証する。 

（４）耕種概要 

  ア 品種 コシヒカリ 

  イ 栽培方法 移植 

  ウ ＲＦＩＤセンサータグおよび水田センサー設置圃場 
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No 地点（市町－集落）

1 福井－寺前

2 坂井－折戸

3 大野－上野

4 越前市－北

5 小浜－新保

6 農業試験場

No 地点（市町－集落）

1 福井－砂子田

2 福井－上河北

3 永平－谷口

4 清水－真栗

5 三国－楽円

6 丸岡－下久米田

7 春江－江留中

8 大野－富嶋

9 勝山－龍谷

10 鯖江－中河

11 今立－山室

12 南越前－合波

13 越前－八田

14 越前－細野

15 美浜－興道寺

16 若狭－神谷

17 おおい－山田

18 坂井－上新庄

19 農業試験場

20 越前市-北

ＲＦＩＤセンサータグ：福井県工業技術センターと県内メーカーが開発。製作

費が安価であるが、データを回収するために設置場所までパソコンと読み取

り装置をもって行く必要がある。 

水田センサー：ＮＴＴドコモとべジタリアが開発。インターネットを経由し携

帯末端でデータを回収できる。 

 

今回、県内全域の水稲生育基準圃（１８ヶ所）に気温センサーを数多く設置す

るため、比較的安価なＲＦＩＤセンサータグを設置した。また、「稲作情報」に

よる適期刈取り情報を１週間に２回発信しているため、その都度現場に行ってデ

ータを回収する必要がある、ＲＦＩＤセンサータグのデータを毎回回収すること

は困難であることから、各地域の代表的な圃場に携帯端末でデータ回収が可能な

水田センサーを設置し、ＲＦＩＤセンサータグのデータ回収困難な場合は、水田

センサーとの相関性から予測することとした。 

 

表１ ＲＦＩＤセンサータグ設置圃場     表２ 水田センサー設置圃場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     写真１ ＲＦＩＤセンサータグ 

                     

 

               

 

 

 

 

                     写真２ 水田センサー 
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  エ 積算気温による刈取り日の予測方法 

   各調査圃場の出穂日を農林総合事務所の担当普及員が確認し、出穂日以降の積 

算気温をＲＦＩＤセンサータグデータから計算した。ＲＦＩＤセンサータグデー

タ回収が困難な場合は、その期間の気温データを近隣水田センサーから予測した。

また予測日（計算日）以降については近隣アメダスの平年値を用いて積算気温に

基づく適期刈取り日を予測した。  

（５）実証内容 

  ア 区の設定（農業試験場の圃場のみ） 

（ア） 実証区 適期刈取り区 

対照区 刈り遅れ区（１４日遅く刈取り） 

（イ）調査項目 

    出穂期、成熟期の確認、気温、玄米の品質および食味 

  イ 調査結果 

（ア） ＲＦＩＤセンサータグおよび水田センサー気温とアメダスデータの関係 

      福井アメダスの日平均気温と農業試験場に設置したＲＦＩＤセンサータグの

日平均気温を比較したところ、平均で 0.23℃アメダスより低くかった（-0.5℃

から 1.3℃）。また、同じく農業試験場に設置した水田センサーは平均で 0.69℃

アメダスより低かった（-0.7℃～3.1℃低かった）。アメダスとの相関は RFID

センサータグの方が高かった（図１、２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１ 福井アメダス気温とＲＦＩＤセンサー  図２ 福井アメダス気温と水田センサ 

タグ気温（農試）の関係           ー気温（農試）の関係 

 

（イ） ＲＦＩＤセンサータグデータと水田センサーの相関 

    農業試験場および越前市北町の圃場に設置したＲＦＩＤセンサータグと水田 

センサーの気温は高い相関を示した（図３、４）。 
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 図３ 水田センサー気温とセンサータグ   図４ 水田センサー気温とセンサータグ 

    気温の関係（農業試験場）         気温の関係（越前市北町） 

 

（ウ）生育基準圃に設置したＲＦＩＤセンサータグの気温と近隣代表地点に設置

した水田センサー気温の相関 

ＲＦＩＤセンサータグと近隣代表地点水田センサー気温の相関係数はＲ＝０． 

９～０．９５と相関性が高かった（表３）。これによりＲＦＩＤセンサータグデ 

ータ回収が困難な場合は、水田センサーによる気温の予測が可能と判断できた。 

 

表３ 生育基準圃に設置したＲＦＩＤセンサータグの気温と近隣代表地点に設置した水田

センサー気温の相関係数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ） 出穂期および成熟期の予測結果について 

      登熟日数は最も短い圃場で３６日、最も長い圃場で４０日であった（表４）。 

表４ 調査圃場の出穂期と収穫予測日 
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（エ） 稲作情報とｅ農メールの発信 

  上記の適期刈取り情報を８月５日以降定期的（週に２回程度）に稲作情報（別 

添参照）としてホームページにＵＰし、ｅ農メール登録生産者（３３７名）に 

配信した（合計８回）。 

（カ）適期刈取りによる品質向上効果 

    刈り遅れると未熟粒の発生が多くなるため、整粒率や味度値が低下した（図 

５）。適期刈取りによる品質食味向上効果が確認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 適期刈取りと刈り遅れた玄米の整粒と味度値（農試圃場） 

 

（キ）福井県産米の品質結果  

      平成２６年、２７年に比べて平成２８年の水稲うるち玄米等級比率が向上し 

た。 

表５ 水稲うるち玄米等級比率                  （％） 

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ 

８５．４ ８６．９ ９０．３ 
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Ｈ２８ Ｈ２７
砂子田 80.8 67.1
上河北 83.8 71.5
谷口 72.0 61.9
真栗 80.2 71.3
楽円 71.3 78.3
下久米田 72.7 77.7
江留中 72.4 68.4
富嶋 86.2 76.4
龍谷 78.1 82.7
中河 84.9 70.1
山室 80.0 72.3
合波 78.2 72.5
八田 82.5 74.6
細野 86.3 78.2
興道寺 67.2 76.0
神谷 81.8 84.6
山田 76.1 78.4
坂井 68.7 72.0
平均 78.0 74.1

（ク） 水稲生育基準圃の玄米品質 

  昨年より外観品質が低下した圃場もあったが、平均で４％程度整粒割合が高 

まった（表６）。 

 表６ 生育基準圃の玄米品質（整粒割合％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）考察 

  ＲＦＩＤセンサータグデータとアメダスデータには高い相関があったため、これ 

まで用いてきた積算気温値を利用することが可能であることがわかった。また、Ｒ 

ＦＩＤセンサータグデータと代表地点に設置した水田センサーも高い相関があるこ 

とから、水田センサーからＲＦＩＤセンサータグデータを推測することが可能であ 

ることがわかった。 

  県内各地の生育基準圃の適期刈取り日はこれまで行ってきた方法に比べ最大で 

４日縮まり、圃場ごとに設置した温度計に基づいて、積算気温を提示することで、 

図５に示すような品質向上効果や、生産者の作業計画樹立に役立つと考えられる。 

 

（７）今後の課題 

  今回適期刈取り指導を目的に圃場に気温センサーを設置し、品質向上に取り組ん 

できたが、今後は登熟気温等から各地の適期田植え時期や病害虫発生予察にも活用 

できないか検討する。 
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   福井県における微気象データに基づく気候変動適応方針 

         協議会名 福井県水田農業レベルアップ委員会 気候変動適応部会 

                          （事業実施期間：平成２８年） 

１ 気候変動適応方針の基本的考え方 

（１）気候変動による地域農業に影響をもたらしている事象への対処 

 ・コシヒカリの高温登熟に伴う米質の低下を回避するため、出穂時期を遅らせる適期田

植えを推進。 

 ・高温登熟に強い品種の推進。 

 ・堆肥等を用いた土づくりや登熟期間中の間断通水等の栽培管理の徹底 

（２）地域として推進すべき気候変動適応策の理念 

 ・今後さらに気温の上昇が考えられるため、これまで以上に栽培技術情報を迅速に生産

者に伝達する手法の確立 

（３）不確実性を伴う気候変動に臨機に対応しうるマネジメントの構築 

 ・水稲栽培技術指導を行う福井県水田農業レベルアップ委員会の下部組織として気候変

動部会を設けて技術対策について協議し、生産者へ技術情報を発信する。 

（４）適応計画の進捗管理、及び評価・検証 

 ・福井県水田農業レベルアップ委員会 気候変動適応部会の中で進捗管理及び評価・検

証を行う。 

（５）得られた気象データや知見の生産者へのフィードバック手段 

 ・福井県メールマガジンを利用し気候変動適応部会が生産者へ適期刈取予測情報を刈取

前に随時配信する。 

・地域ごとの気象や生育をリアルタイムに把握し、適正な栽培管理を行うために農業者

に迅速に発信する仕組みを確立。 

（６）気候変動の将来予測を見極めた上で、地域として取り組むべき方針 

 ・早生・中生・晩生品種の作付比率を適正化し気象変動に伴う危険分散を図る。 

 ・高温登熟に強い品種の育成と導入。 

 ・土づくりを推進し気象変動に耐えうる土壌環境を作る。 

 ・病害虫の発生予察情報を活用し被害を軽減する。 

 

２ 産地において確立すべき気候変動適応技術と具体的内容 

（１）微気象センサータグの設置による積算気温に基づいた適期刈取の実施による品質、

食味向上効果の実証と普及。 

 

 

 

 

３ 気候変動適応産地づくりのための産地における取組体制（別紙） 
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４ 普及すべき気候変動適応技術 

（１）気候変動適応技術名 

 ・微気象観測装置の設置による積算気温に基づいた適期刈取の実施による品質、食 

味向上。 

  

（２）当該技術の効果及びその分析 

 ・積算気温に基づいた適期刈取実施により品質が向上する。 

 

５ 気候変動適応技術の導入に伴う品質・収量等の改善状況 

（１）県内（地域）における当該気候変動に伴う被害程度の年比較 

 

表１ 福井と北陸のうるち玄米１等比率の年次変動             （％） 

 Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ 

福井 ８４ ８７ ８７ ８２ ８５ ８７ ９０ 

北陸 ４１ ８０ ７１ ７６ ７８ ８３ ８６ 

 

 

６ その他 

 

７ 参考資料（別紙） 
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福井県（参考資料） 
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作
業

作
業

の
注

意
点

圃
場

準
備

（排
水

対
策

）
・
排
水
口
（
水
尻
落
と
し
口
）
は
水
稲
の
水
管
理
用
で
高
い
こ
と
が
多
い
。
必
ず
額
縁
排
水
溝
の
底
面
よ
り
下
に
な
る
よ
う
掘
り
下
げ
、
ス
ム
ー
ズ
に

水
が
流
れ
落
ち
る
よ
う
に
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る
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縁
(周

囲
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２
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０
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縁
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ぐ
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０
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。
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４
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．
５
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縁
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。
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０
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５
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暗
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が
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場
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数
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し
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る
。
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枕
地
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っ
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か
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直
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追
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縁
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作
業

作
業

の
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意
点
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寄
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Ｊ
Ａ
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御
確
認
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さ
い
。

病
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虫
防

除
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モ
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ト
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平

年
よ

り
や
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多

く
、

前
年

よ
り

多
い

。
白

く
す

け
て

見
え

る
白

変
葉

や
若

齢
幼

虫
が

見
ら

れ
た

ら
直

ち
に

防
除

を
行

う
。

フ
タ

ス
ジ

ヒ
メ

ハ
ム

シ
平

年
よ

り
や

や
少

な
く
、

前
年

並
み

。
８

月
下

旬
に

第
２

世
代

成
虫

の
防

除
を

行
っ

て
い

な
い

圃
場

は
、

９
月

上
旬

ま
で

に
防

除
を

行
う

。
薬

剤
は

莢
に

十
分

付
着

す
る

よ
う

に
散

布
す

る
。

カ
メ

ム
シ

類

平
年

並
み

、
前

年
よ

り
多

い
。

圃
場

へ
の

侵
入

が
多

く
な

る
子

実
肥

大
終

期
（９

月
中

旬
頃

）に
防

除
を

行
う

。
薬

剤
は

莢
に

十
分

付
着

す
る

よ
う

に
散

布
す

る
。

大
豆

９
月

中
旬

（
発

生
盛

期
）

に
１

０
０

個
体

当
た

り
４

．
０

頭
以

上
の

場
合

に
は

防
除

す
る

。
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ふ
く
い

ア
グ

リ
ネ

ッ
ト

「稲
作

情
報

シ
ス

テ
ム

」の
ご

案
内

福
井

県
農

業
情

報
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

「ふ
く
い

ア
グ

リ
ネ

ッ
ト

」に
お

い
て

、
県

内
各

地
（約

４
０

地
点

）の
水

稲
の

生
育

状
況

や
収

量
・品

質
の

調
査

デ
ー

タ
を

「稲
作

情
報

シ
ス

テ
ム

」
で

掲
載

し
て

い
ま

す
。

現
在

の
生

育
状

況
は

も
ち

ろ
ん

、
過

去
の

デ
ー

タ
（生

育
、

収
量

・品
質

）を
調

べ
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ぜ
ひ

ご
利

用
く
だ

さ
い

。

ふ
く
い

ア
グ

リ
ネ

ッ
ト

h
tt

p
:/

/w
w

w
.a

g
ri
-n

e
t.
p

re
f.
fu

k
u

i.
lg

.j
p

/
稲

作
情

報
シ

ス
テ

ム
h

tt
p

:/
/w

w
w

.a
g
ri
-e

t.
p

re
f.
fu

k
u
i.
lg

.j
p

/g
iz

y
u

ts
u
/i
n

e
_

s
y
s
/i
n

d
e

x
.h

tm
l 

①
ふ

く
い

ア
グ

リ
ネ

ッ
ト

・ト
ッ

プ
→

農
業

技
術

情
報

→
稲

作
情

報
シ

ス
テ

ム
②

年
度

、
情

報
（生

育
状

況
、

収
量

・
品

質
）、

地
域

、
地

点
を

選
択

③
生

育
状

況
、

収
量

、
品

質
の

グ
ラ

フ
を

表
示

【天
気

予
報

】

気
象

庁
気

象
統

計
情

報
（各

種
観

測
デ

ー
タ

）
h
tt
p
:/
/w

w
w
.jm

a.
go
.jp

/j
m
a/
m
en

u
/r
ep

o
rt
.h
tm

l

【メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
ｅ
農

メ
ー

ル
】

ｅ
農

メ
ー

ル
の

登
録

に
つ

い
て

は
、

こ
ち

ら
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h
tt
p
:/
/w

w
w
.a
gr
i-
n
et
.p
re
f.
fu
ku
i.l
g.
jp
/a
_m

ai
l.h
tm

l

携
帯

電
話

で
は

Ｑ
Ｒ

コ
ー

ド
で

簡
単

ア
ク

セ
ス

9
月

6
日

17
時

 
福

井
県

の
週

間
天

気
予

報
 

日
付

  
7 水

 

8 木
 

9 金
 

10
 

土
 

11
 

日
 

12
 

月
 

13
 

火
 

福
井

県
 

 

曇
の

ち
雨

  

雨
時

々
止

む
  

曇
時

々
晴

  晴
時

々
曇

  

曇
 

 曇
一

時
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曇
 

 

降
水

確
率
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/3
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4
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4
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6
～
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5
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27
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5
～

31
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28
 

(2
6
～

31
) 

 

最
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(2
0
～
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(1
7
～
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) 
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(1
6
～
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(1
7
～
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(1
8
～

23
) 
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(1
8
～
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気候変動適応産地づくり支援事業実施要領 

 

                                                    
                                                  水稲温暖化適応技術協議会 

 

１ 目 的 

    地球温暖化が進展する中で、農業生産への影響を回避・軽減するため、気候変動適応

産地づくり支援事業（以下、「本事業」という。）においては、専門家による支援体制

を整備すると共に、水稲温暖化等、気候変動に係る情報の収集・提供を積極的に行い、

効率的な産地診断、技術指導により産地の取組を支援することとする。 

 

２ 本事業の内容 

  本事業の内容は次のとおりとする。 

 （１） 水稲温暖化適応技術検討委員会の開催 

 （２）   温暖化等、気候変動の影響を受けている産地への支援 

 （３） 温暖化等、気候変動の影響を受けている産地での現地技術実証調査及び気候変

動適応方針の策定 

 

３ 水稲温暖化適応技術検討委員会の開催 

    水稲温暖化適応策推進検討委員会（以下、「委員会」という。）は、学識経験者、農

業技術に係る研究者、指導者等をもって構成し、次の事項について検討する。 

 （１） 水稲温暖化適応技術に係る情報の収集方法及び分析方法の検討 

 （２） 水稲温暖化適応技術の実証方法の検討 

 （３） 水稲温暖化適応技術の実証の評価手法の検討及び評価 

 （４） 水稲温暖化適応技術の普及手法の検討  
 （５） その他、水稲温暖化適応技術の共同検証のために必要な事項 

 

４ 温暖化等、気候変動の影響を受けている産地への支援  
    サポートチームを結成し、温暖化等、気候変動の影響を受けている産地（以下、「モ

デル（実証）地域」という。）の現地技術実証調査等に関する支援を行う。サポートチ

ームは、委員会のサポートチームの支援活動のあり方、モデル（実証）地域の取組結果

等の検討を踏まえ、的確な支援を行うものとする。 

 

５ 温暖化等、気候変動の影響を受けている産地での現地技術実証調査及び気候変動適応

方針の策定 

   モデル（実証）地域は、農業者、行政組織、普及組織、ＪＡ組織等の関係者で構成す 

る温暖化等、気候変動地域対策会議等により、必要に応じてサポートチーム等の支援を

得て、温暖化等、気候変動適応現地技術実証調査に取り組む。また、現地技術実証調査

の成果や温暖化等気候変動適応地域対策会議等の結果を踏まえ、水稲温暖化等気候変動

適応方針の策定を行う。 

 

６ 事業実施期間 

  本事業の実施期間は、平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日とする。 

 

 附則 

    この要領は､平成２７年５月１日から施行する。  
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平成２８年度 水稲温暖化適応技術検討委員会委員名簿 

 

                                      （敬称略） 

 

大原 源二    水稲温暖化適応技術検討委員会 委員長 

 

中川 博視   国立研究開発法人 農研機構 農業環境変動研究センター       

気候変動対応研究領域温暖化対策ユニット長 

 

長田 健二   国立研究開発法人 農研機構 西日本農業研究センター      

                                 水田作研究領域 栽培管理グループ長 

 

深津 時広   国立研究開発法人 農研機構 農業技術革新工学研究センター       

高度作業支援システム研究領域 上級研究員 
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平成２８年度 水稲温暖化現地技術実証調査サポートチーム員名簿 

                                （敬称略） 

大原 源二     水稲温暖化適応技術検討委員会 委員長 

 

中川 博視    （国）農研機構 農業環境変動研究センター       

気候変動対応研究領域温暖化対策ユニット長 

長田 健二    （国）農研機構 西日本農業研究センター      

                                 水田作研究領域 栽培管理グループ長 

深津 時広    （国）農研機構 農業技術革新工学研究センター       

高度作業支援システム研究領域 上級研究員 

片野 英樹     秋田県農林水産部 水田総合利用課 副主幹 

         野口 雄一郎   埼玉県農林部 農業支援課 主幹 

山口 泰弘    福井県農業試験場 主任 

      

       《現地推進員》 

齊藤 覚郎    秋田県秋田地域振興局農林部 農業振興普及課 主任 

山本 和雄    埼玉県農業技術研究センター 農業革新支援担当 担当部長 

田中  勲    福井県農林水産部生産振興課 経営育成体・指導ｸﾞﾙｰﾌﾟ主任 
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あ と が き  
 

我が国における地球温暖化に伴う気候変動は、１９９０年頃から明らかに増加傾向で推

移しています。今や異常気象といわれる気象変動を私たち一人ひとりが現実のものとして

受け入れざるを得ない状況になってきました。最近では、２０１０年の未曾有の猛暑、そ

して２０１２年、２０１３年と続いた猛暑は、記憶に新しいところです。また、昨年の台

風の上陸件数を見ても例年の比ではなく、この他、前線の停滞が引き起こす豪雨や大雨、

暴風は農業生産のみならず私たちの社会生活全般にわたり、甚大な被害をもたらしてきま

した。  

このように頻発する異常気象による農業被害の軽減を図り、温暖化適応策や強靱な産地

を確立することなどを目的とした事業が、２００９年に農林水産省において予算化されて

以降、当水稲温暖化適応技術協議会では、農研機構研究員の皆様のアドバイスをいただき

ながら、これまでに全国７県（滋賀県、新潟県、石川県、埼玉県、高知県、秋田県、福井

県）で、温暖化におけるそれぞれの地域の課題について技術実証を行ってきました。こう

した技術実証を通して得られた知見や成果は各地域において、活かされ、温暖化に伴う登

熟不良や白未熟粒の発生予防に貢献をしてきています。  

ところで温暖化は地球規模の問題として、その改善が急がれるものの、これまで世界全

体として具体の解決方向が示されない状況にありました。しかし、２０１５年１２月パリ

で開催されたＣＯＰ２１において、初めて先進国のみならず途上国も含む全ての国々が参

加する枠組み、いわゆる「パリ協定」が成立したことは正に画期的なことであり、今後の

地球温暖化抑制の大きな原動力となるものと確信をしています。  

さて、本事業は、本年度をもって終了することとなります。これまで長年にわたりご指

導をいただきました、農研機構の研究員の皆様方には心より感謝を申し上げます。  

本年度も農林水産省生産局農業環境対策課の担当官をはじめ、水稲温暖化適応技術検討

委員会の大原源二委員長、農研機構農業環境変動研究センター気候変動対応研究領域温暖

化対策ユニット長の中川博視氏、同じく西日本農業研究センター  水田作研究領域栽培管

理グループ長の長田健二氏、同じく農業技術革新工学研究センター高度作業支援システム

研究領域上級研究員の深津時広氏には、真摯なご指導、ご助言を賜り、また、関係各県の

普及指導員、試験研究機関の研究員、ＪＡ、生産者等々、多くの皆様方のご理解とご協力

により、所期の目的が果たせましたことに改めて感謝の意を表するとともに、心から御礼

を申し上げます。  

 

 

      平成２９年３月  

        水稲温暖化適応技術協議会 会長 坂野  雅敏   
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水稲温暖化適応技術協議会 
 

〒107-0052  東京都港区赤坂 1-9-13 
三会堂ビル９階 

（一社）全国農業改良普及支援協会内 
電話 ０３－５５６１－９５６２ 
FAX ０３－５５６１－９５６９ 
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